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1  計画策定について 

1.1  計画策定の目的 

世界的に貴重な泥炭湿地である中池見湿地では、江戸時代に新田開発されて以来、伝統

的な水田耕作が営まれ、人と自然が共存した豊かな生態系の中で多様な生き物が育くまれ

てきました。 

私たちみんなの「宝」であるこの中池見湿地を守り、次世代に引き継ぐとともに、文化・

観光・教育・研究・交流の場となることを目指して、ラムサール条約の精神に基づき、中

池見湿地に関わる関係者及び市民の主体性を行政が支援することを基調として、相互に連

携・協働しながら保全・活用を進めていくための指針となる計画の策定を目的とします。 

＊中池見ラムサール条約湿地保全・活用協議会（仮称）設置準備会（第 13 回）による 

 

 

1.2  保全活用計画の策定フロー 

中池見湿地保全活用計画は、中池見ラムサール条約湿地保全・活用協議会（仮称）設置

準備会において確認された以下の内容に基づき、策定されることになりました。 

また、中池見湿地保全活用計画は、これまでの経緯や中池見の自然環境と社会環境、自

然環境保全活用上の問題点を整理した上で、保全活用の方針等を策定することとなりまし

た。保全活用計画は、次頁の流れで策定することを確認しています。 

 

 

 

 

 



 

2 

 

計画策定の目的 

1．計画策定の目的 

2．これまでの経緯 

3．中池見の自然環境と社会環境 

4．自然環境保全活用上の問題点 

5．中池見湿地の保全活用の方針 

6．中池見湿地の保全活用の概要 

7．保全活用に関わる役割区分 

これまでの経緯 

地形・地質 水環境 動物 植物 

中池見の自然環境 

人文的歴史 

中池見の社会環境 

中池見の関係法令 

自然環境保全上の問題点 

活用上の問題点 

中池見湿地保全の目的 中池見湿地の将来像 

保全の基本方針 

活用の基本方針 

周辺地域の利活用 

保全活用計画概要 

保全活用の目的と将来像

保全活用に関わる役割分担 
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2  これまでの経緯 

中池見湿地は、平成 2年～14 年 4 月までの期間、工業用地としての利用が検討されてい

ました。平成 16 年からは、湿原として保全することとなっています。 

中池見湿地の保全・活用をめぐるこれまでの経緯を下に記します。 

 

平成 2 年 3 月 敦賀市第 4次総合計画に工業団地構想を盛り込む 

平成 4 年 6 月 LNG 基地の誘致を発表 

平成 8 年 5 月 大阪ガス㈱から福井県及び敦賀市へ「環境影響評価書」提出 

平成 9 年 4 月 環境保全エリア整備開始（観察エリア） 

平成 9 年 8 月 農地転用許可 

平成 13 年 12 月 日本の重要湿地 500 に選定（環境省） 

平成 14 年 4 月 基地建設中止発表 

平成 15 年 2 月 「中池見湿地総合学術調査報告書」発刊 (国立環境研究所) 

平成 15 年 11 月 NPO 法人ウエットランド中池見発足 

平成 16 年 2 月 敦賀市と大阪ガス㈱で寄附などに関する協定締結 

平成 16 年 8 月 中池見検討協議会（平成 18 年 8 月まで 8回開催） 

平成 17 年 3 月 用地及び関連施設等の寄附採納 

 福井県重要里地里山 30 に選定（福井県） 

平成 18 年 8 月 中池見検討協議会から「中池見の保全、活用等の在り方について」提言 

平成 18 年 11 月 福井県鳥獣保護区特定猟具使用禁止区域に指定 

平成 19 年 2 月 中池見管理委員会（平成 21 年 12 月まで 5回開催） 

平成 19 年 7 月 福井県知事へ重要要望書提出 

平成 20 年 5 月 NPO 法人中池見ねっと設立 

平成 20 年 7 月 中池見湿地生物多様性保全協議会を設置し、湿性希少動植物の保全管理な

らびに賢明な利活用事業開始（平成 22 年 3 月まで） 

平成 21 年 3 月 中池見湿地整備基本計画策定 

平成 22 年 4 月 NPO 法人中池見ねっとに管理運営業務委託 

平成 24 年 3 月 自然保護協会・中池見ねっと・ウエットランド中池見・市共催によるワー

クショップを開催、「中池見・保全行動計画づくりワークショップの報告」

 越前加賀海岸国定公園へ編入 

平成 24 年 7 月 ラムサール条約湿地に登録 

平成 24 年 8 月 北陸新幹線ルート公表 

平成 24 年 9 月 中池見ラムサール条約湿地保全・活用協議会（仮称）設置準備会 

（平成 26 年 3 月まで） 

  資料：「中池見の保全、活用等の在り方について」（中池見検討協議会、平成 18 年 8 月）に加筆 
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中池見を完模式標本産地とする生物、つまり中池見で発見された新種には、キタノメダ

カ (Asai et. al; 2011)、ナカイケミヒメテントウ (佐々治・岸本; 1996)、タケダウスゲ

ガムシ (Hoshina and Satô ; 2005) の 3 種があります。 
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池、河川、農業用水路など自然の、また人工的に作られた多様な水域が中池見には見られ
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の利用により、さらに変化します。それらの生息域は互いに繋がり合い、動植物は、それ

ぞれの生活史に応じて生息の場を利用します。中池見の保全の対象は、湿原の本体だけで

はなく、その集水域、付属する後谷湿地、湿原の水が流出する木の芽川も含めた区域にな

ります。 
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にはヨシが侵入し、ノジコ等の野鳥の餌場として利用されています。本来の湿原環境、水

田、ノジコの生息場のいずれもラムサール湿地の登録要件とされたものです。 
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す。辻ほか (

ン濃度は、12

は 5 mg/L 以

入した水は、

ます。pH や導

L に低下する

遺骸に由来す

や燐などの栄

硝酸イオンは

の水環境の重

流入水により

ばれる人工的

見られる池は

たものです。

水田耕作が営

透し、再び湧

程の低い温度

めの溜池が作

にも達します

れる水域では

性を増します

域に降る雨水

入水は、集水

とに多様な水

ルシウム・イ

(2003) の観

2～20 mg/L で

下です。 

湿地に堆積

導電率は、さ

る地点もあり

する腐植質と

栄養分の濃度

は、ほとんど

重要な特徴で

り年間を通し

的な水路によ

は、バイパス

形成以後、

営まれていま

湧き出す水の

度になります

作られました

す。本来の湧

は、それぞれ

す。 

8 

水で涵養され

水域の地質や

水環境を形成

イオン濃度が

観測によれば

ですが、東部

積した泥炭や

さらに低くな

ります。この

と結合し、水

度も、湿原内

ど検出されな

です。 

して湿潤状態

より、中池見

ス工事の際に

その面積は

ました、現在

の温度は、田

す。そのため

た。「ひよせ

湧水由来の冷

れの水温を好

れています。

や、再び湧出

成します。湿

が高く、一方

、西部からの

部からのそれ

や植物遺骸に

なり、pH は 6

の低下は、カ

水から取り除

内では低い傾

なくなります

態が保たれて

見湿地の外へ流

に捨てられた

拡大する傾

在は、小規模

田植えの頃に

めに、中池見

せ」や田圃を

冷水が流れ込

好む異なった

図

の日

 
水田

(ひ

度は

人の

化は

雨水の多く

するまでの時

地の西側の流

方、東部から

の流入水は、

れは、pH が 6

由来する腐植

以下、カル

ルシウムな

かれるため

向にあり、特

。栄養分が不

おり、西か

流出します。

残土の重みで

向にあります

に試験的な耕

は、河川水

見では、「ひ

通過した水

む場所や、稲

植物群集が発

湧水、ひよ

日変動 

田の田越灌漑

よせ) により

は著しく高くな

の活動により、

はさらに増しま

は、一旦地

時間により、

流入水は、基

の流入水は、

pH が 7～8

6 前後、カル

植物のために

ルシウム・イオ

どの陽イオ

だと考えられ

特に、雨水や

不足する貧栄

ら東に流れ

。 

で湿地が沈下

す。2000 年頃

耕作が行われ

と異なり、稲

よせ」と呼

は、著しく温

稲作により温

発達し、湿原

よせ、田圃排

漑やその水源と

、湿原に流れ

なり、自然の要

、湿原内の水環

ます。 

中に浸透

、水質や

基盤の石

、低い傾

、カルシ

ルシウム・

に、茶褐

オン濃度

ンが、湿

れます。

や河川水

栄養の環

る数本の

下した後

頃までは

れている

稲作に不

ばれる水

温度が上

温まった

原全体の

排水の水温

となる溜池 

込む水の温

要因に加え、

環境の多様



 

存

深

ほ

が

現

さ

 

TO

 

 

 

中池見で実

存在している

深さではほぼ

ほか、1995）

が生育してい

現在に至るま

されています

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OPICS 深

実施されたボ

るといわれて

ぼ連続する環

、花粉分析

いたかを伺い

までの植生の

す。 

 

深い泥炭層

ボーリング調

ています（岡

環境変動を記

析が行われて

い知ることが

の変遷がわか

からわかる

9 

調査等によっ

岡田、2009）

記録した堆積

ています。花

ができます。

かっており、

出典：中

ること。 

て、中池見湿

。この堆積物

積物を保持し

花粉分析から

中池見のボ

代表的な時

中池見ビジター

※Miya

湿地には約 1

物のなかで、

ていると考

は、その当時

ーリングコ

代区分ごと

センター展示パ

moto 他（1996）

10 万年分の堆

、地表から約

えられてお

時、どのよ

アからは、5

に植生の様子

パネル（安田 喜

）をもとに作図

堆積物が

約 26m の

り（宮本

うな植物

5 万年～

子が再現

喜憲氏監修） 

図されている 



 

【5

あ

は

い

出

中

樹

【2

が

本

時

め

樹

水

て

【6

た

く

ま

い

に

緑

近

介

【3

で

範

の

は

が

 

5 万年前の中

この時代の

あり、面積も

はヨシやガマ

いたようです

出現している

中池見とその

樹林が広がっ

 

2 万年前の中

約 2 万年前

が氷河で覆わ

本とユーラシ

時代にはモミ

め、寒冷で乾

樹林であった

水辺には、カ

ていたようで

 

6 千年前の中

この時代の

たようです。

く、日本はユ

ます。この時

い割合で出現

には、暖かく

緑広葉樹林が

近い地形とな

介する鳥浜貝

 

3 千年前の中

約 3 千年前

で、スギの「

範囲に分布し

の多い湿潤な

は、現在とほ

がスギで覆わ

 

中池見】 

の中池見の湿地

小さかったよ

マ類、セリ科の

す。また、ツガ

ことから、こ

の周辺の山地部

ていたと考え

中池見】 

前は最終氷期の

われていました

シア大陸は陸続

、ツガ、カバ

乾燥した気候で

たと考えられま

ヤツリグサ科

です。 

中池見】 

の年平均気温は

この温暖な気

ユーラシア大陸

時代は、シイ類

現していること

湿潤な地域に

が発達していた

なり、ハンノキ

貝塚（若狭町）

中池見】 

前は、スギの花

「根木」がみら

していたようで

な気候であった

ほぼ同様の地形

われた「スギの

地部分は、現

ようです。花

の植物が生え

ガ、スギなど

この時代は涼

部は、現在の

えられます。

の最盛期であ

た。海水面は

続きであった

バノキなどの

であり、中池

ます。また、湿

科の植物や、

は、現在より

気候のため、

陸と海で隔て

類やカシ類な

とから、約 6

に生育するシ

たようです。

キが一面を覆

）が栄えたの

花粉の割合が

られることか

です。このス

たことを示し

形になってお

の時代」であ

中池見

がたくさ

見の地下

ています

あること
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現在よりもず

花粉分析の結

え、所々にハ

どの常緑針葉

涼しくて湿っ

の亜高山にみ

 

あり、地球の

は現在より 10

たと考えられ

の花粉が多く

池見周辺の森

湿地は一面を

ミズバショ

り 2～3℃ほど

海水面は現

てられていた

などの常緑広

6千年前の中

シイ類やカシ

また、湿地

覆っていたよ

のは、このこ

が高くなりま

からも、この

スギの増加は

しています。

おり、湿地部

あったといえ

見の泥炭層を

さん生えてい

下には、「根

す。これらの

とが判明して

資料：中

っと低い位置

果から、湿地

ンノキが生え

樹が高い割合

た気候であり

られる常緑針

全陸地の約 3

00m ほど低く

ています。こ

出現している

林は、常緑針

をヨシで覆わ

ウなどが生育

ど高く、暖かか

在より 3～5m

と考えられて

葉樹の花粉が

池見周辺の森

類などの繁る

部分は、現在

うです。後で

ろです。 

す。中池見全

時代はスギが

、この時代が

この頃の中池

と山地部の全

ます。 

を用いた花粉

いたことが推

根木」と呼ば

の C14 年代測

ています。

中池見ビジター

置に

地に

えて

合で

り、

針葉

30％

、日

この

るた

針葉

れ、

育し

かっ

m高

てい

が高

森林

る常

在に

で紹

全域

が広

が雨

池見

全域

 

粉分析から、約

推測されてい

ばれるスギの根

測定でも、約

センター展示パ

約 3千年前

います。実際

根株が全域

約 3000 年前

パネル（安田 喜

 

 

にはスギ

際に、中池

に分布し

のもので

喜憲氏監修） 



 

(4) 動

オ

動物 

1) ほ乳類 

 中池見湿

1999～2002

シ、ムササ

（川道ほか

体重 7～8g

植物として

れているモ

現が増える

 

ニホンカモ

 

2) 鳥類 

 中池見湿

降も行われ

に位置する

の環境省レ

少なくあり

アオジ、オ

の渡りも観

でありなが

 

シドリ（林内

湿地と周辺部

2年の期間に

サビ、カヤネ

か、2003）。

g の日本最小

てイネ科低茎

モニタリング

る傾向にあり

シカ 

湿地付近にお

れ、17 目 50

る猛禽類 15 種

レッドリスト

りません。

オオジュリン

観察されます

がら数多く記

を移動） 

部の丘陵地の

に行われてお

ネズミ、ニホ

このなかで

小のネズミで

茎草本の繁茂

グサイト 1000

ます。 

おける鳥類調

科 168 種が

種をはじめ、

ト（2012 年）

「渡り」の中

ン等のホオジ

す。なかでも

記録され、全

 
ヒクイ

11 

の森林に生息

おり、ここで

ホンリスなど

で、中池見湿

であり、マコ

茂する草原を

0の調査によ

ノウサギ

調査は、1999

が確認されて

オシドリ、

27 種を含み

中継地として

ジロ類、コヨ

も、ノジコに

全国でも有数

イナ（12 月にも

息するほ乳類

で、ツキノワ

7 目 12 科 1

湿地の湿地部

コモやオギ等

を要するとさ

よると、近年

～2002 年の

ています。ミ

ミゾゴイ、

み、アリスイ

て利用する鳥

シキリ、ノ

については環

数の渡りの拠点

も確認） 

についての現

グマ、ニホ

17 種の生息

に広く分布す

等の高茎草本

れます。中池

年ではイノシ

の現地調査（

サゴ、サシバ

ヒクイナ、

等、県内で

類が多いこ

ゴマ、ノビ

境省レッド

点として注

ハヤ

現地調査は、

ンカモシカ、

が確認されて

するカヤネズ

を営巣地と

池見湿地でお

シやニホン

イノシシ 

吉田ほか、2

バ等の生態系

マキノセンニ

は珍しい鳥

とが特徴の一

タキ等が多

リストの準絶

目されていま

ヤブサ（食事）

、おもに

、イノシ

ています

ズミは、

し、エサ

おこなわ

ジカの出

2003）以

系の上位

ニュウ等

の記録も

一つで、

く、タカ

絶滅危惧

ます。 

 



 

ホ

冬

て

福

ジ

価

す

い

多

見

に

可

ジ

草

よ

 

 

 

TO
 

 

ノジコ（学

ホオジロ科ホ

冬します。福

ていると言わ

福井県レッド

中池見がラ

ジコの重要な

価されるのは

中池見では

す。中池見湿

いために観察

多い年には 1

見にしばらく

に再び戻って

ノジコがさ

可能性は、今

このような

ジコの生息環

草があるヨシ

ようです。湿

 

OPICS 中

学名：Emberi

ホオジロ属に

福井県でも繁

われ、IUCN

ドリストの絶

ラムサール条

な渡りの拠点

は珍しく、具

は、渡りの季

湿地や後谷の

察が難しく、

1000 羽以上が

く滞在する個

て来る個体が

さえずってい

今のところ低

なことから、

環境を検討す

シ原等で多く

地及び湿地に

ノジコ 

 

中池見湿地と

iza sulphur

に分類される

繁殖している

レッドリス

絶滅危惧Ⅱ類

条約の登録湿

点であること

具体的な対応

季節（特に 10

の湿地の植物

激減しても

が確認され、

個体がいるこ

がいることな

いた年もある

低いと考えら

中池見にお

するべきと思

記録される

に接する林縁

と“ノジコ

12 

rata 英名：

る鳥類で、日

る可能性が高

トの絶滅危惧

類に選定され

湿地となる際

とがあげられ

応が望まれま

0月）に記録

物の繁みの中

も気付かない

全国的にも

こと、新潟県

なども、少し

るため、繁殖

られます。 

おいては、渡

思われます。

るようですが

縁部の環境が

 

コ” 

Japanese y

本でのみ局

高いのですが

惧Ⅱ類、環境

れています。

際、その要件

れています。

す。 

録され、おも

中にいること

い可能性があ

も稀な事例と

県や長野県か

ずつ分かっ

殖する可能性

渡りの季節（

水がある所

が、季節によ

が重要と思わ

ノジコ

yellow bunt

地的に繁殖

、確認でき

境省レッドリ

の一つとして

陸鳥（特に小

に中継地と

が多く、分

ります。鳥類

となりました

ら来る個体

てきました。

もあると思

秋と春）及び

を好んでい

って利用す

われますが、詳

コの生息環境（

ing ）は、ス

し、おもに国

ていません。

リストの準絶

て、中池見湿

小鳥）の中継

して利用され

かり易い声で

類標識調査に

た。渡りの時

がいること、

。 

われますが、

び繁殖期にお

るらしく、秋

る環境が少

詳細は調査

（標識調査） 

スズメ目

国外で越

。減少し

絶滅危惧、

湿地がノ

継地が評

れていま

で鳴かな

により、

期、中池

、中池見

、越冬の

おけるノ

秋には下

し異なる

中です。 

 



 

 

3) 爬虫類

 中池見湿

イシガメ、

ガエル、ト

か、2003）

メ、トノサ

両生類は、

 

 

ニホンイモ

 

4) 魚類 

 中池見湿

ホトケドジ

これらの魚

トあるいは

限られた範

類の多様性

る湧水湿地

うえで重要

ては、中池

 

アブラボテ

・両生類 

湿地における

カナヘビ等

トノサマガエ

。これらの

サマガエルは

多様性が高

モリ 

湿地における

ジョウ、キタノ

魚類のなかで

は福井県レッ

範囲に、異な

性の高さを示

地やアブラボ

要であると指

池見が「模式

テ 

 

る爬虫類・両

等の 5 種が確

エル、モリア

の爬虫類・両

は絶滅危惧種

高いことが指

る魚類は、20

ノメダカなど

で、ホトケド

ッドデータブ

なる生態学的

示していると

ボテの繁殖場

指摘されてい

式産地」とな

ホ

13 

両生類は、19

確認されてお

アオガエルな

両生類のなか

種として記載

指摘されてい

イシガメ

010～2012 年

ど4科12種の

ドジョウ、キ

ブックに記載

特性を有す

と評価できま

場所となって

います（山野

なっており、

ホトケドジョウ

99～2002 年

おり、両生類

ど 9 種の生

かでは、環境

載されていま

ます。 

年に行われた

の魚類が確認

タノメダカ

載のある絶滅

る 12 種の魚

す。特に、

ている後谷水

野ほか、2013

学術上貴重

ウ 

年の現地調査

類ではニホンイ

生息が確認され

省レッドリス

す。中池見

トノ

た現地調査に

認されていま

など 5 種は

危惧種です。

魚類が確認さ

ホトケドジ

路は、当地

）。また、

な位置づけと

キ

査により、爬

イモリ、ニホ

れています

ストにおいて

に生息する爬

ノサマガエル 

により、アブ

ます（山野ほか

、環境省レ

。中池見湿地

れているこ

ョウの生息場

の魚類相を維

キタノメダカ

となっていま

キタノメダカ 

虫類では

ホンアカ

（野原ほ

てイシガ

爬虫類・

ブラボテ、

か、2013）。

ッドリス

地という

とは、魚

場所であ

維持する

カについ

ます。 



 

文

イ

ま

上

県

す

徴

と

に

    

 

TO

 

 

 

ある生物が

文）の拠り所

イプ標本とも

ます。新たな

上重要である

従来、日本

県立生命の星

する「北日本

徴などが詳し

（Oryzias sa

としてドイツ

なお、中池

にも指定され

 

 

 

 

 

 

 

 

図

     

OPICS 中

が新種として

所となった標

もよばれます

な「種」を決

るといえます

本国内の野生

星・地球博物

本集団」と、

しく調べられ

akaizumii A

ツの魚類学専

池見は、キタ

れています。

図 キタノメダ

※ 中池
     

中池見湿地は

て記載される

標本や図解を

す。そして、

決定づける模

す。 

生メダカは１

物館との共同

本州の太平

れ、中池見湿

Asai, Senou 

専門誌に発表

タノメダカの

 

ダカが新種と

池見で採集さ
     

キタノメダカ

はメダカ研

14 

る際に、その

を「模式標本

その模式標

模式標本と、

種と考えら

同研究により

平洋側や九州

湿地で採集さ

 and Hosoya

表されました

のほかにナカ

として記載さ

れたものが掲
     

カの生息環境と

研究でも“重

の生物を定義

本」といいま

標本を採集し

その標本の

れていまし

、青森県か

州などに生息

れた個体が

a, 2012("20

（Asai ほか

イケミヒメ

された論文に

掲示されてい
      

となる水路（中

重要な湿地

するための記

す。模式標本

た場所は「模

採集地とな

た。しかし、

ら京都府の

する「南日本

2011 年 12

011")）とい

か、2011）。

テントウとい

に掲載された

います。 
引用：Asai 

中池見湿地） 

地” 

記述（記載文

本は、基準標

模式産地」

る模式産地は

、近畿大学

日本海側な

本集団」の形

2 月にキタ

う新種の完模

 

いう昆虫の模

た図 

ほか（2011） 

文、判別

標本、タ

と呼ばれ

は、学術

と神奈川

どに分布

形態的特

ノメダカ

模式標本

模式産地

 



 

5) 昆

 

昆虫類 

 中池見湿

査成果とあ

ロウ、コガ

地は、トン

ンボ、モノ

の他、モニ

サイトと比

とが確認さ

 

 

ハッチョウト

 

湿地における

あわせ、1,36

ガタノゲンゴ

ンボ相の確認

ノサシトンボ

ニタリングサ

比べてヘイケ

されています

トンボ 

 

る昆虫類は、

66 種類が記

ゴロウをはじ

認種が豊かで

ボ、ヨツボシ

サイト 1000 の

ケボタルの確

す（環境省、

モ

15 

佐々治ほか

記録されてい

じめ、多くの

であり、これ

シトンボなど

の調査による

確認個体数が

2014）。 

モノサシトンボ

か（2003）に

います。これ

の絶滅危惧種

れまで記録さ

10 科 70 種

ると、中池見

群を抜いて多

ボ 

おいて、それ

らの確認種

が含まれます

れた種として

種があります

見湿地は、他

多い（2009～

ヘ

れまでに行わ

のなかには、

す。また、

ては、ハッチ

（和田、200

の国内モニ

～2011 年デ

ヘイケボタル 

われた調

、ゲンゴ

中池見湿

チョウト

03）。そ

タリング

ータ）こ
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6) その他の生物 

① 貝類 

中池見湿地では、これまで 17 種の淡水貝類が確認されています。それらの中には、福井

県内では三方五湖内でのみ過去の記録があるフネドブガイなども含まれているとされてい

ます（藤野ほか、2012）。2012 年に行われた藤野ほか（2012）による中池見湿地における

淡水貝類の調査では、福井県産陸水生貝類目録に掲載されていないミズコハクガイ、 ハブ

タエモノアラガイ、コシタカヒメモノアラガイ、コビトノボウシザラの 4 種の淡水貝類が

新たに確認されています。なお、ミズコハクガイは環境省レッドリストで絶滅危惧Ⅱ類に

位置づけられており、休耕田に広く分布していることが確認されています。淡水貝類につ

いては、今後の調査研究により新たな種の発見に及ぶことも指摘されています。 

 

② クモ類 

 中池見湿地におけるクモ類は、新海ほか（2003）において 171 種が記録されています。

これまで確認されているクモ類のなかでは、スジブトハシリグモ、アオグロハシリブモ、

ヤリグモなど、良好な自然環境が残されている地域であることの指標となるクモ類が多

数確認されています。また、確認されたクモ類には、水辺環境、草原環境、樹林・林縁

環境などそれぞれの環境を好むものなど、中池見湿地には多様な環境が備わることで多

様なクモ類が生息していることが指摘されています。 

  

③ ダニ類 

 中池見湿地におけるダニ類は、青木（2003）において、ササラダニ類を対象とした調

査が報告されている。これによると、2002 年に行われたダニ類の調査により、22 種類の

ササラダニ類が確認されています。確認されたダニ類は、それぞれ生息環境を異にする

ものであり、中池見湿地の多様な環境を反映したものであることが指摘されています。

また、オールオニダニ、オオカブトダニモドキ、カワノイチモンジダニなど、分布上注

目すべき種の生息も確認されています。 

 



 

(5) 植

① 

滅

ム

1

は

導

か

島

の

野

ウ

 

植物と植生 

植物 

中池見湿地

滅危惧種とし

ムサール登録

960 年代まで

は、江戸時代

導入が困難で

かな植物相が

中池見湿地

島の気候が現

のミツガシワ

なお、近年

野、1998）、

ウキクサ、デ

 

 

デンジソウ

 

ミズアオイ

 

 

地では、オオ

して数えられ

録に導いた要

では水田の

代以降、開田

であったこと

が残った一因

地では、この

現在より寒冷

ワが生育して

年では、放棄

ヨシ群落、

デンジソウな

ウ 

イ 

 

オアカウキク

れる水生・湿

要件の一つと

「強害草」

田がすすみ稲

とや、水の動

因と指摘され

のように水田

冷であった一

ていることも

棄田の植生の

マコモ群落

などの生育環
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クサ、デンジ

湿生植物が生

となっていま

（笠原、1951

稲作が営まれ

動きによって

れています（

田耕作ととも

一時期に南下

も特徴です（

の進行によっ

落といった、

環境は減少し

ヤナギヌカボ

 

ミツガシワ

ジソウ、ミズ

生育しており

す。これら

1）として位

れてきました

て除草剤の効

池田、1977）

に生育して

下して取り残

野原編、200

て植物相の

高茎草本が

ています。

ボ 

トラノオや

、これらの存

は、希少な植

位置づけれて

が、泥深い立

果が薄められ

）。 

きた植物の

されたとみ

03）。 

急激な変化が

卓越するよ

ミ

ミズアオイな

存在が、中池

植物である

いました。

立地から大型

れたことな

ほか、かつて

なされる寒地

が起こってお

うになり、オ

ミズトラノオ 

 

カキツバタ 

などの絶

池見をラ

ものの、

中池見で

型機械の

どが、豊

て日本列

地系植物

おり（角

オオアカ

 



 

② 

と

様

に

子

し

 

 

 

 

 

 

 

植生 

中池見湿地

（1963 年）に

とがわかる。

様子が見受け

になるにつれ

子がわかる。

しく、構成す

 

 

 

 

 

 

 

 

地は、3.3 中

に撮影された

一方、昭和

けられる。平

れて、ヨシ群

また、平成

る群落の多様

図

池見湿地の社

た写真では、

和 52 年（197

平成 6 年以降

群落、マコモ

成 25 年（20

様性が失われ

図 中池見の

図 近年の

18 

社会環境の項

中池見湿地

77 年）には

降に作成され

モ群落、ヒメ

13 年）の相

れたことが指

の植生の推移

の中池見の植

項に掲載した

地の平地全体

は水田が放棄

れた中池見湿

ガマ群落と

相観植生図で

指摘されてい

移（湿地部分

植生（一部）

た空中写真を

体が水田とし

棄され、植生遷

湿地の相観植

いった高茎草

ではヨシ・マ

います（中池見

） 

引用：中

をみると、昭

て利用され

遷移が進行

生図による

草本群落が広

コモの群落拡

見ねっと他、

引用：下田ほ

中池見ねっとほ

昭和 38 年

ているこ

している

と、近年

広がる様

拡大が著

、2013）。 

ほか（2003） 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほか（2013） 



 

③ 

す

原

ま

見

黄

田

イ

アメ

イノシ

TO

藻類及び微

中池見湿地

す。珪藻類の

原環境を指標

ます。また、

見られます。

黄細菌が池の

 

 

 

中池見湿地

田的環境の維

イノシシをは

 

江掘り 

 

メリカザリガニ

 

シシ対策用電気

市OPICS 

微生物 

地では、腐植

のイチモンジ

標する代表的

湿原内の水

湿原内では

の中に発生し

地では、湿地

維持管理のほ

はじめとする

ニの防除 

気柵の設置 

市民による中

植質に富み pH

ジケイソウ属

的な藻類で、

水路で伏流水

は、鉄細菌に

したりして、

地に生育する

ほか、アメリカ

る獣害対策な

 

 

セイタカ

 

イノ

中池見湿地

19 

H が低い湿原

属 (Eunotia)

両属に含ま

水が多く湧き

により赤褐色

特異な湿原

る希少な動植

カザリガニや

などの取組が

 

ヨシの刈取り

 

カアワダチソウ

 

シシ捕獲檻の

地の保全活動

原の水環境に

 やハネケイ

れるたくさ

出す場所に

色の沈澱がで

の景観を形作

植物を保全す

やセイタカア

市民により実

り 

ウの除去 

の設置 

動 

には、特殊な藻

イソウ属 (P

んの種類が

は、カワモズ

きたり、水

作っています

るため、伝統

アワダチソウ

実施されてい

マアザミ

キシ

アラ

藻類群集が発

innularia 属

中池見湿地に

ズク類 (紅藻

を赤く染め

す。 

統的な農法に

ウなどの外来

います。 

 

周辺の選択的

 

ショウブの除去

 

ライグマの捕獲

 

発達しま

属) が湿

に出現し

藻類) が

る紅色硫

による水

来種防除、

的除草 

去 

獲 



 

3.3  中

(1) 人

① 

時

と

時

器

② 

水

③ 

つ

を

き

面

④ 

す

享

見

本

法

り

に

池見の社会環

人文的歴史(古

弥生時代の

敦賀市では

時の敦賀平野

と考えられて

その中でも

時代中期から

器台などの多

 

古代敦賀の

敦賀では、

これは、天

水分を蒸発さ

『万葉集』に

 

天筒山の戦

1570 年（元

つため、朝倉

を 10 万 8 千

朝倉方は、

きないことを

面から、彼自

 

新田開発 

江戸時代、

する動きが活

享 3）樫曲村

見は沼地であ

本の排水路を

法に期待をこ

り、1690 年ご

になりました

 

 

環境 

古代から近代

の敦賀 

は、中、吉河

野は中央に入

ています。 

も代表的な吉

ら後期の集落

多数の土器や

の製塩 

古代、海水

天日にさらし

させ、塩を作

には、田結の

戦いと池見 

元亀元）4月

倉景恒の手勢

という大軍で

急峻な天筒

を知った信長

自身先頭をき

農民の間か

活発になりま

村の庄屋九郎

あり、その水

を設ける工事

こめ、村人は

ごろより池見

た。 

代へ) 

河、坂ノ下な

入江が広がり

吉河遺跡は、

落跡で、方形周

や、木器、石

水から塩をと

した海藻に、

作る方法です

の浜で塩を焼

25 日、織田

勢 3 千、気比

で攻撃しまし

筒山に連なる

長は、池見の

きって攻め込

から池見を開

ました。中池見

郎兵衛を中心

水を抜くこと

事にとりかか

はこぞって参

見は、田んぼ

20 

など、弥生時

、それに臨

笙ノ川の形

周溝墓が発見

石器の他、玉

る「土器製

海水を繰り

す。こうした

焼く煙を船か

田信長は、上

比社家等の 1

した。 

る山々に堅固

の沼を大堀と

込みました。

発して新田

見の開発は、

心に進められ

が先決と考

かりました。

参加しました

ぼとして利用

時代の遺跡が

臨む南東部の

形成した扇状

見されていま

玉作りの道具や

製塩」が行われ

返しかけて

た土器製塩は

から眺める様子

上洛の命を受

,500 騎が守

固な郭や柵を

考え、防備

 

を造ろうと

1686 年（貞

ました。池

え、まず四

この最新技

。これによ

されるよう

いくつか発見

湿地から稲作

地の北端付近

ます。また、

や未製品があ

れていました

塩分を濃縮

平安時代ま

子を詠んだ歌

受け入れない越

守備する敦賀

設けていま

を手薄にし

図 敦賀

見されていま

作が始まって

近に営まれた

出土品には壷

ありました。

た。 

し、土器で煮

で続けられま

歌もあります

越前の朝倉義

の金ヶ崎・天

した。容易に

ている後方の

賀の遺跡・製

ます。当

ていった

た、弥生

壷や甕、

 

煮詰めて

ました。

す。 

義景を討

天筒両城

に攻略で

の池見方

製塩跡位置



 

⑤ 

う

な

張

い

ま

作

工

ま

南

1

こ

が

り

昭和

平成

新田開発以

新田開発の

うになりまし

なりました。

張った縄に沿

いて稲を刈り

昭和 44 年

ました。泥深

作を手放した

工業団地候補

ました。その

南側の一部を

2 年より「

ころが、平成

が取得した用

その後、平

り、ラムサー

 

和 23 年（1948

 

成 2 年（1990

以降 

の後も、中池

した。また、

それでも、

沿って後退し

り、田舟を使

に打ち出され

深い湿田であ

たためです。

補地となり、

の後、大阪ガ

を LNG 基地開

中池見 人と

成 14 年には

用地と施設の

平成 24 年 7月

ール条約の登

年）撮影 

年）撮影 

池見の水田開

明治時代以

中池見は「

し苗を植えて

使って稲を搬

れた減反政策

あるため、農

その後、平

さらに平成

ガス株式会社

開発の代償措

と自然のふれ

LNG 基地計画

のすべてを維

月に、湿地と

登録湿地とな

 

昭和 3

 

平成 1

図 上空か
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開発は進み、

以降になると

「深田」と呼

ていました。

搬出していま

策により、中

農家にとって

平成 2 年には

成 4 年には敦

社により環境

措置として環

れあいの里」

画は中止が発

維持管理費と

として世界的

なりました。

38 年（1963 年

 

6 年（2004 年

からみた中池

やがて中池

、客土など

呼ばれる泥深

また、特に

した（山本

中池見での水

ては大変な重

は、敦賀市第

敦賀市議会に

境影響評価手

環境保全エリ

として一般

発表され、平

ともに敦賀市

的に重要な湿

 

年）撮影 

年）撮影 

池見の変遷

見全域で水

の土壌改良

い湿田であ

泥深い田ん

眞氏私信）。

水田耕作は徐

労働であり

4 次総合計

より LNG 基

続きが進め

アとして整備

市民向けに

平成 17 年に

市に寄附され

湿地の一つと

昭和 52 年

平成 25 年

田耕作が行わ

も試みられ

り、田植えは

ぼでは、田下

。 

々に行われ

中池見の水

画において

地の誘致が発

られ、中池見

備が進められ

開園されま

は大阪ガス株

れました。 

して評価され

年（1977 年）

 

年（2013 年）

出典：

われるよ

るように

は目印に

下駄を履

なくなり

田での耕

中池見が

発表され

見湿地の

れ、平成

した。と

株式会社

れるに至

撮影 

撮影 

国土地理院



 

(2) 中

と

あ

賀

大

各

っ

を

中

森

森

中池見と周辺

敦賀市では

とした第６次

あふれるまち

賀市にしかな

大切な産業と

中池見は、

各種交通機関

った歴史文化

を活用した観

 

[中池見周辺

・金崎宮、

・氣比神宮

・天筒山城

 

名称（整

中部北陸自然

森林レクリエ

森・天筒山風

 

 

金ヶ崎緑地

辺地域の観光

は「世界をつ

次敦賀市総合

ちづくり（産

ない強みを活

として位置づ

敦賀市街地か

関からアクセ

化的活用によ

観光拠点が所

辺地域におけ

金ヶ崎城跡

宮     

城跡    

表 中

整備主体） 

然歩道 

（環境省）

エーションの

風景林 

（林野庁）

地 

利用 

つなぐ港まち

合計画が平成

産業観光関係

活かした環境

づけられてい

から近く、JR

セスのよい立

よる観光拠点

所在していま

ける主要な観

跡     

     

     

中池見の周辺

 

新潟県山

本海景観

始め、平

の北国街

4,029km。

の

 

天筒山風

ヶ崎（天

が整備さ

池見を展

気比
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ち みんなで拓

成 23 年度に策

係）」が設定

境を創出する

います。 

R 敦賀駅から

立地にありま

点のほか、気

ます。 

観光拠点] 

・金ヶ崎緑

・気比の松

・木の芽古

辺地域におけ

山北町から滋

観など多様性

平成 13 年春に

街道、三国街

。 

風景林（国有

天筒山）緑地

されている。

展望すること

比の松原と松原

拓く交流拠点

策定されてい

定され、敦賀

こととされ

ら 4km、北陸道

す。また、

気比の松原や

緑地 

松原 

古道（中部北

ける散策等の

内 容

滋賀県大津市

に富んだ歩道

に完成。中部

街道、中山道

有林）とその周

地」として歩

山頂の展望

とができる。

原海岸 

点都市 敦賀」

います。その

港やエネル

ており、観光

道敦賀 IC か

中池見の近傍

池河内湿原

陸自然歩道）

ルート 

容 

までの雄大な

道で、平成 7年

部北陸 8 県にま

をメインルー

周辺一帯は、

歩道や展望台

望台からは、

 

木

」をキャッチ

の柱として、

ギー産業とい

光は敦賀市に

ら車で 5分程

傍には、金崎

といった、

） 

な山岳景観や

年度から整備

またがる旧街

ートとした延

、都市公園

台、トイレな

日本海側と

木の芽古道 

チコピー

「活力に

いった敦

にとって

程度と、

崎宮とい

自然資源

や日

備を

街道

延長

「金

など

と中



 

図図 中池見周周辺における
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る主要な観光光拠点及び自然歩道ルート 

 



 

3.4  中

(1) 中

と

ラ

ま

ボ

度

体

学

中

し

池見湿地の現

中池見 人と自

中池見湿地

と自然のふれ

ラムサール条

ます。また、

ボランティア

度で約 13％と

「中池見人

体（NPO 法人

学校田に取り

中池見フォト

しが開催され

 

図 「中池

 

現在の活用 

自然のふれあ

地は、現在、

れあいの里」

条約湿地登録

平成 12 年開

ア活動での来

となっていま

人と自然のふ

人中池見ねっ

り組まれてい

トコンテスト

れています。

池見 人と自然

江堀作業

あいの里 

自然と触れ

への平成 25

録後増加傾向

開園以降の総

来園団体数も

ます。 

ふれあいの里

と（平成 22

いるほか、広

ト、定例自然

 

然のふれあい

業 

24 

合う活動の拠

5 年度の来園

向が続き、平

総来園者数は

も増加し始め

里」では、ビ

2年より敦賀

広報、企画展

然観察会など

いの里」年度

拠点として活

園者数は約 2

平成 24 年度に

は約 167,000

ています。団

ビジターセン

賀市が委託）

示、夏休み小

ど、一年を通

度別来園者数

水路の

活用されてい

27,000 名で

に比べると約

0 名となって

団体来園者の

ターを中心

）の企画・

小中学生 1

じて中池見

数（平成 12～

の自然観察 

います。「中

した。来園者

約 30％増と

ています。近

の割合は、平

に、施設管理

運営により、

日体験講座

の自然を活か

 

～25 年度） 

 

中池見 人

者数は、

なってい

近年では、

平成 25 年

理運営団

、生き物

の開催、

かした催



 

(2) 環

し

と

き

外

ま

い

境

図

ミニ

環境学習の拠

中池見湿地

しむ場として

として田んぼ

きています。

外の学校団体

ます。さらに

います。これ

境の継続的な

 

図 中池見湿

 

ニ田んぼへの市

拠点として活

地では、これ

て活用されて

ぼを活用した

また、後谷

体によって稲

に、江尻～蛇

れらの田んぼ

な保全にも貢

湿地における

市民参加 

用 

れまで、中池

てきました。

た里山体験（

谷においては

稲作体験と自

蛇谷にかけて

ぼとしての活

貢献していま

る現在の環境

学

25 

池見湿地全域

近年では、

（ミニ田んぼ

は、駐車場か

自然環境学習

ては、NPO 団

活用は、田ん

ます。 

境学習の拠点

学校団体による

田植え体験

域が動植物を

ビジターセ

ぼ、どろんこ

からの団体ア

習・研究を目

団体による水

んぼの作業体

点としての活

る 

中心とした

ンターを核

田んぼ）の活

クセスが良い

的とした活用

田環境の保全

験を通じた

活用の状況（

地元

外来

自然観察や

に、一般市民

活用が活発に

いため、敦賀

用が定着しつ

全活動が展開

中池見湿地の

平成 26 年度

元小学校による

来植物駆除作業

自然と親

民を対象

になって

賀市内・

つつあり

開されて

の自然環

度） 

る 

業 



 

3.5  中

賀

に

 

[

  

 

[

さ

◆国際

基準 1

   

基準 2

   

基準 3

   

池見の関係法

中池見湿地

賀海岸国定公

に登録に登録

自然環境関連

・平成 13 年

・平成 17 年

・平成 18 年

・平成 24 年

・平成 24 年

ラムサール条

ラムサール

中池見湿地

されました。

 

際登録基準 

1：特定の生

 …特有の

2：絶滅のお

 …国内有

3：生物地理

 …2,000

法令 

地は、国・県

公園第 2 種特

録され国際的

連法令等指定

年 12 月 日

年 3 月 福

年 11 月 福

年 3月 越

年 7月 ラ

条約の登録要

ル条約では、

地は、基準 1

 

生物地理区を

の地形、約 4

おそれのある

有数のノジコ

理区における

種を越える

県レベルで重要

特別地域に編

的に重要な湿

定状況] 

日本の重要湿

福井県重要里

福井県鳥獣保

越前加賀海岸

ラムサール条

図 越前

要件] 

国際的に重

、基準 2、基

代表するタイ

0m におよぶ

種や群集を支

コ等の渡り 

生物多様性の

動植物の存在

資料：
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要な湿地と

編入されまし

湿地とも認め

湿地 500 に選

里地里山 30 に

保護区特定猟

岸国定公園第

条約湿地に登

前加賀海岸国

重要な湿地を

基準 3 に該当

イプの湿地、

ぶ泥炭層の存

支えている湿

の維持に重要

在、デンジソ

“Information 

して位置づけ

した。また、

られています

選定（環境省

に選定（福井

猟具使用禁止

第 2種特別地

登録 

国定公園指定

指定するた

当するため、

、又は希少な

存在 

湿地 

要な動植物を

ソウ・ヤナギ

Sheet on Rams

けられ、平成

同年 7 月に

す。 

） 

井県） 

区域に指定 

地域に編入 

区域 

めの９つの基

ラムサール条

なタイプの湿

を支えている

ギヌカボ・ミ

ar Wetlands ”

成 24 年 3 月

ラムサール条

定 

 

基準がありま

条約湿地と

湿地 

る湿地 

ミズトラノオ

 http://www.r

に越前加

条約湿地

ます。 

して登録

オの生育 

ramsar.org/ 



 

4  保全

4.1  計

本

進

4.2  対

ー

 

全活用構想

画の期間 

中池見湿地

本計画に基づ

進行すること

象とする範囲

本計画の対

ール条約湿地

 

※ラムサー

 

・計画の期

地保全活用計

づき実施する

ととします。

＊中池見

囲 

対象とする範

地の登録範囲

図

ール条約湿地

＊範囲の設

期間と対象

計画は、20 年

る期間におい

 

ラムサール条約

範囲は、集水

囲と一致して

図 中池見湿

地（越前加賀海

設定…中池見ラ
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とする範囲

年、30 年先を

いてもモニタ

約湿地保全・活

水域を含めた

ています。 

湿地保全活用

海岸国定公

ラムサール条約

囲 

目指した中

リングと評

活用協議会（仮

た湿地全体を

用計画の対象

園 第二種特

約湿地保全・活

・長期的な計

価により、適

仮称）設置準備

対象とします

とする範囲 

特別地域）と

活用協議会（仮

計画とします

適宜、見直

備会（第 13 回

す。これは、

同一の範囲

仮称）設置準備

す。なお、

しをかけ

回）による 

 

、ラムサ

 

備会による 
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5  自然環境保全活用上の問題点 

5.1  問題点の整理にあたって 

中池見湿地の保全活用にあたっては、平成 23 年度に公益財団法人日本自然保護協会のコ

ーディネートにより、中池見湿地に関わる専門家や地元団体等によるワークショップ（中

池見・保全行動計画づくりワークショップ）が開催されています。 

ここでは、ワークショップを通じて、また、平成 24 年 9 月～平成 26 年 4 月までの期間

に実施された 13 回の中池見ラムサール条約湿地保全・活用協議会（仮称）設置準備会を通

じて提案された自然環境保全上の問題点と活用上の問題点を整理します。 
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5.2  自然環境保全上の問題点 

平成 23 年度に開催されたワークショップ及び 13 回にわたって実施された準備会におい

て、以下の内容が中池見湿地における自然環境保全上問題点としてあげられました。 

 

問題 1．保全の体制及び資金の確保 

 保全の方針がない 

 情報共有（イメージ共有）ができていない 

 議論・相談の場がない 

 人手不足 

 後継者不足 

 保全計画に向けての現状把握の費用がない 

 

問題 2．多様な湿地環境の喪失 

 普通種（ツチガエル）の減少 

 水収支の把握ができていない…水位管理目標がない 

 開水面、湧水地の減少…トンボ類の減少 

 イノシシによる掘り返し…湧水・水路が埋められる、法面・畦が崩壊 

 国道 8号バイパスの影響 1）…騒音、光の影響、水質汚染（重金属、油分、塩分） 

 土砂の流入 

 仮設道の沈下 

 新幹線ルートの影響 

 

問題 3．絶滅に瀕した植物の存在 

 現在の保全作業が適切であるかが不明 

 ミズアオイの生育…生育条件の把握 

 イノシシによる掘り返し…植生への影響 

 シカの食害…植生への影響 

 ミズオオバコ、ヒツジグサの復活 

 

問題 4．モニタリング・研究の体制 

 科学的データ不足（水環境（地下水位、湧水、水脈）、絶滅危惧種、両生類、

貝類、水草、アブラボテ（二枚貝）、アメンボ（エサキアメンボ、イトアメン

ボ、ヒメイトアメンボ）） 

 収集したデータが活用されていない 

 専門家がいない 

 基礎データ収集のための計画がない 

 

問題 5．外来生物の侵入 

 アメリカザリガニの蔓延 

 ミシシッピアカミミガメの生息 

 アライグマの生息 

 セイタカアワダチソウの生育 

 イタチハギの生育 

 外来雑草、外来昆虫の侵入 

1）国道 8号バイパスの道路排水については、国土交通省近畿地方整備局福井河川国道事務所が排

水路を設置し、道路排水の中池見湿地への流入はなくなりました。 



 

5.3  活

て

[補足] 

 中池見

入してお

活動等に

入やすで

 

※中池見

 アメリ

ソウ・イ

用上の問題点

平成 23 年

て、以下の内

 

問題 1．低

 広
 情
 一

 

問題 2．情

 関
 関
 関

 

問題 3．活

 啓
 環
 法
 マ

 

問題 4．活

 活

 

問題 5．持

 活

 

中池見湿地の

見湿地では、

おり、とくに

によって駆除

でに侵入して

見湿地におい

リカザリガニ

イタチハギ（既

アメリカザリ

点 

度に開催され

内容が中池見

低い認知度 

広報不足 

情報発信の場

一般客同士の

情報共有・協

関係者間での

関係団体の交

関係団体の協

活用のための

啓発用看板の

環境教育が課

法令等による

マナーの低い

活用のための

活用のための

持続的な活動

活動のための

の外来生物 

アメリカザリ

アメリカザリ

除作業も行われ

いる外来生物

て特に生態系

（水生・湿生

既存の在来植

リガニ 

れたワークシ

見湿地におけ

場がわからな

のふれあいの

議の場の確保

の情報の見え

交流の場がな

協力体制が確

ビジョン・ル

の設置（景観

課題として取

る規制が少な

い利用がある

人材の確保

の人材不足

のための資金

の資金がない

リガニ、セイ

リガニによる

れてきており

物の分布拡大

系被害を及ぼ

生植物の食害

植物の駆逐・

セイ
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ショップ及び

ける活用上問

ない 

の場がない

保 

える化がされ

ない 

確立できてい

ルールの共有

観の問題）等

取り上げられ

ない 

る 

金の確保 

い 

イタカアワダ

る甚大な生態

り、一部でそ

大には注意が必

ぼしていると考

害、それに付

生育環境の

イタカアワダチ

び 13 回にわ

題点として

れていない

いない 

有 

等についての

れていない

チソウ、イタ

系被害が確認

の成果も出て

必要です。

考えられる外

付随する水生動

占有）等 

チソウ 

わたって実施

あげられまし

のルールがな

タチハギなど

認されていま

てきています

外来生物の例

動物の減少）

イ

された準備会

した。 

ない 

どの外来生物

ます。これま

すが、今後の

例 

、セイタカ

イタチハギ 

会におい

が多数侵

で、市民

新たな侵

アワダチ
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6  中池見湿地の保全活用の方針 

6.1  保全活用の目的と将来像 

(1) 中池見湿地保全の目的 

周りを天筒山、深山、中山で囲まれた中池見湿地には、貴重な泥炭層の上に豊かな自然

環境があります。江戸時代に新田開発されて以来、伝統的な水田耕作が営まれ、人と自然

が共存した豊かな生態系の中で多様な生き物が育くまれてきました。近年の耕作放棄によ

りその姿は変化したものの、現代まで受け継がれてきた中池見湿地は、私たちみんなの「宝」

であります。かつては私たちの身近にあった里地・里山の風景が衰退し、そこで営まれて

きた人と自然の共生、人と人との絆や地域文化の伝承が失われつつあります。このような

時代にあって、私たちの大変身近にある貴重な自然環境や人と生き物たちとの営みを未来

につなげていくため、中池見湿地を守っていきます。 

＊中池見ラムサール条約湿地保全・活用協議会（仮称）設置準備会（第 2回）による 

 

(2) 中池見湿地の将来像 

ラムサール条約の３つの精神（保全・再生、賢明な利用、交流・学習）に基づき、中池

見湿地の継続的な保全を行っていきます。人と自然が理想的な共生関係を築き、水田、水

溜り、草地などがモザイク状に組み合う多様な水辺環境があった風景を目標に復元してい

きます。その中で、環境教育の場、調査・研究の場、交流の場として、たくさんの人々が

自然のすばらしさと身近にふれあえる中池見湿地を目指していきます。 

＊中池見ラムサール条約湿地保全・活用協議会（仮称）設置準備会（第 13 回）による 
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6.2  保全の基本方針 

中池見湿地は、特有の地形をもちノジコなどの国内有数の渡り鳥の経由地であり、さら

に、希少な植物を含む多様な動植物が生息・生育することから、その重要性が国際的にも

評価されラムサール条約湿地にも登録されています。このことから、中池見湿地は、まず

は、国際的にも評価されている重要性を後世に伝えるべく、自然環境の保全に軸をおき、

そのうえで活用を検討することとします。また、その保全・復元の手法を採用するにあた

っては、調査・研究に基づいた順応的な管理手法をとることとし、さらに、継続的な保全

管理ができるよう、場所の区分や生物の生活史にあわせた季節的な調整も取り入れた保全

を検討します。 

中池見湿地における保全の基本方針を以下に、また、中池見湿地における保全の目標を

次ページにまとめます。 

 

 [保全の基本方針] 

 国際的に認められた重要な湿地の一つとして、世界に約束したラムサール登録

の要件 1)を保全する。 

 中池見湿地を特徴づける多様な動植物の生息・生育環境の保全・復元は、調査・

研究に基づいた順応的な管理手法を採用し、保全・復元に際しては、事前・事

後の調査（モニタリング）を並行して実施する。 

 中池見湿地の保全・復元の取組は、多様な主体の協働により実施し、市民と共

存する中池見湿地を目指す。 

 
1)ラムサール登録要件 

基準 1：特有の地形・泥炭層の存在 

基準 2：国内有数のノジコの渡り 

基準 3：2,000 種を超える多様な動植物の存在、デンジソウ、ヤナギヌカボ、

ミズトラノオなどの生育 

  

[補足] 中池見湿地のラムサール登録要件の“原文” 

 中池見がラムサール条約に登録された 3つの要件は、原文では次のように記載されています。 

 Criterion 1:  Within the Japanese Mixed Forest biogeographic region, this type of low moor 

wetland is uncommon and not widely distributed. This site is a sac-like sediment filled valley 

and in the central part, an unique approximately 40-meter-deep, nearly continuous peat layer 

has very deeply accumulated. This allows for an analysis of changes in climate and vegetation 

during the past one hundred thousand years. 

 Criterion 2:  The Japanese yellow bunting regularly uses this wetland as a migratory spot. 

 Criterion 3:  Within this biogeographic region, the wetland is considered as a hot spot in 

context of biodiversity and more than 2,000 species of animals and plants inhabit and grow 

in the area, including many threatened species of aquatic and wetland plants, among which 

specially Marsilea quadrifolia (European Water Clover), Persicaria foliosa var. paludicola, 
and Eusteralis yatabeana (Japanese Yellow Bunting), are associated with paddy cultivation. 
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◆中池見湿地における保全の目標 

 中池見湿地において、上述の保全の基本方針を具体化するため、保全の目標を設定します。中

池見湿地の保全の目標は、3つのカテゴリーと 10 の目標（ターゲット）に展開し、保全活動に取

り組みます。 

 

 

[目標カテゴリー １] 中池見湿地の基盤となる地形地質・水環境の保全 

 中池見湿地の景観と動物・植物相を決定している基盤環境については、大規模な人為的変更は

認めません。保全の範囲は、湿地本体にとどまらず、集水域などの湿地の生物が利用する周辺息

も含めます。 

 

目標 1．袋状埋積谷の維持 

…中池見湿地特有の地形である袋状埋積谷 1）を維持します。 

目標 2．泥炭層の維持 

…中池見湿地の中央部にある地下約 40m におよぶ泥炭層 2）を維持します。 

目標 3．多様な水環境の維持 

…多様な生物相を育む多様な周辺水域を含む水環境（水路、湧水地、開水面など）を維持 

します。 

 

[目標カテゴリー ２] 中池見湿地に息づく多様性に富む動植物の保全 

 現在の動植物相の特徴を維持するため、場所により、手つかずの保存や、伝統的な土地利用の

継続など、さまざまな保全策を検討します。動物・植物相に強い影響を及ぼす環境の変化や、外

来生物の侵入に対しては、それぞれ適切な対策をとります。 

 

目標 4．渡り鳥の拠点の維持 

…国内有数のノジコ等の渡り拠点としての環境を維持します。 

目標 5．絶滅危惧種を含む多様な生物の保全 

…60 種を越える絶滅危惧種（鳥類、昆虫類、水生・湿生植物など）と、2,000 種を越える

動植物が生息・生育する周辺集水域を含む中池見湿地の生物多様性（種の多様性、種内

の多様性、生態系の多様性）の生息・生育環境を保全します。 

目標 6．希少な水辺（水田環境）の動植物の保全 

…ラムサール条約の登録要件種を中心とした水田環境に生息・生育する動植物が生息・生

育できる環境を保全します。 
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目標 7．模式産地（タイプ産地）の保全 

…中池見で採集された動物標本をもとに新種が登録（記載）された種の産地（模式産地（タ

イプ産地 3)）の生息・生育環境を保全します。 

目標 8．周辺集水域と中池見周辺地域との生態系連結 

…中池見湿地と集水域、さらに中池見をとりまく周辺地域との水域・陸域を通じた生態系

ネットワークが連結できる環境を維持します。 

 

[目標カテゴリー ３] 中池見湿地の自然を守る技術の伝承 

 中池見の自然環境の保全に資する水田耕作等の伝統的な土地利用の技術を継承し、将来の保全

を担う人材を育成します。 

 

目標 9．伝統的な水田環境及び水田技術の維持 

…中池見湿地の多様な生物を育む場とその場の維持のため、多様な主体の連携により中池

見湿地の水田環境とその伝統的な水田技術を維持します。 

目標 10．将来にわたって中池見を大切にする人材の育成 

…中池見湿地の保全と活用に継続的に取り組むため、保全作業と活用、そしてモニタリン

グ等を担う人材を育成します。 

 

    
1)袋状埋積谷：元の谷地形が厚い堆積物によって埋められたもの 
2)泥炭層：植物の遺骸が未分解のまま堆積した層 
3)タイプ産地：生物に学名を与えるときに基準となった標本（模式標本、基準標本）を採集

した産地  

 ※中池見湿地は、キタノメダカ（Oryzias sakaizumii）、ナカイケミヒメテントウ（Scymnus 
nakaikemensis）、タケダウスゲガムシ（Oosternum takeda）の模式産地（タイプ産地）

です。 
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■中池見湿地でこれまで確認されたレッドリスト等記載種 

◆動物 

分類 目名 科名 種名 
H25

確認

選定根拠 1) 

法令 IUCN 環境省 福井県

哺乳類 コウモリ ヒナコウモリ ヤマコウモリ    VU Ⅱ類 

ウシ ウシ カモシカ  特天    

鳥類 カモ カモ オシドリ ○   DD 準絶 

トモエガモ ○   VU Ⅱ類 

カワアイサ     要注 

ペリカン サギ サンカノゴイ    EN Ⅰ類 

ヨシゴイ    NT Ⅱ類 

ミゾゴイ    VU Ⅰ類 

ササゴイ     準絶 

チュウサギ    NT 準絶 

ツル クイナ ヒクイナ    NT Ⅰ類 

クイナ     準絶 

チドリ タマシギ タマシギ    VU  

チドリ ケリ    DD  

イカルチドリ     Ⅱ類 

コチドリ     準絶 

シギ イソシギ     準絶 

オオジシギ    NT Ⅱ類 

タカ タカ ミサゴ    NT Ⅰ類 

ハチクマ    NT Ⅱ類 

チュウヒ    EN Ⅱ類 

ツミ     準絶 

ハイタカ ○   NT Ⅱ類 

オオタカ  国内  NT Ⅰ類 

サシバ ○   VU 準絶 

ノスリ ○    Ⅱ類 

クマタカ  国内  EN Ⅰ類 

キジ キジ ヤマドリ   NT   

フクロウ フクロウ アオバズク     Ⅱ類 

ヨタカ ヨタカ ヨタカ    NT Ⅱ類 

ブッポウソウ カワセミ ヤマセミ     準絶 

ハヤブサ ハヤブサ チョウゲンボウ     準絶 

ハヤブサ  国内  VU Ⅱ類 

スズメ ヤイロチョウ ヤイロチョウ    EN Ⅰ類 

サンショウクイ サンショウクイ    VU Ⅱ類 

カササギヒタキ サンコウチョウ ○    準絶 

モズ アカモズ    EN Ⅱ類 

レンジャク ヒレンジャク   NT   

セッカ セッカ     準絶 

ヒタキ コサメビタキ     準絶 

ホオジロ ホオアカ     要注 

ノジコ ○   NT Ⅱ類 

コジュリン    VU Ⅱ類 

両生類 有尾 イモリ アカハライモリ ○   NT  

無尾 アカガエル トノサマガエル ○   NT  

爬虫類 カメ イシガメ ニホンイシガメ ○   NT  

有鱗 ナミヘビ タカチホヘビ ○    要注 

シロマダラ ○    要注 

ヒバカリ ○    要注 

魚類 コイ コイ アブラボテ ○   NT Ⅱ類 

ドジョウ ドジョウ    DD  
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分類 目名 科名 種名 
H25

確認

選定根拠 1) 

法令 IUCN 環境省 福井県

魚類 コイ ドジョウ ホトケドジョウ ○   EN Ⅰ類 

ダツ メダカ キタノメダカ ○   VU Ⅱ類 

スズキ ハゼ トウヨシノボリ     準絶 

昆虫類 トンボ イトトンボ ホソミイトトンボ     Ⅱ類 

ヤンマ モートンイトトンボ    NT  

ネアカヨシヤンマ    NT Ⅱ類 

アオヤンマ    NT 準絶 

カトリヤンマ ○    Ⅰ類 

サナエトンボ キイロサナエ ○   NT 準絶 

タベサナエ    NT 準絶 

オグマサナエ    NT Ⅱ類 

エゾトンボ エゾトンボ     要注 

トンボ ハッチョウトンボ     要注 
キトンボ ○    要注 
マイコアカネ     要注 

カメムシ コオイムシ オオコオイムシ ○    準絶 

チョウ タテハチョウ オオムラサキ    NT 準絶 

ウラギンスジヒョウモン    VU  

アゲハチョウ ギフチョウ    VU Ⅱ類 

コウチュウ ゲンゴロウ ゲンゴロウ    VU 準絶 

コガタノゲンゴロウ ○   VU Ⅰ類 

キベリクロヒメゲンゴロウ ○   NT  

ガムシ ガムシ ○   NT  

キスイムシ ガマキスイ ○    要注 
ハチ アリ ケブカツヤオオアリ    DD Ⅱ類 

陸産貝類 柄眼 ナンバンマイマイ ヤマタカマイマイ    NT  

底生動物 原始紐舌 タニシ マルタニシ ○   VU 準絶 

オオタニシ ○   NT  

基眼 ヒラマキガイ ヒラマキミズマイマイ    DD  

ミズコハクガイ ○   VU  

イシガイ イシガイ フネドブガイ ○    要注 

ヨコハマシジラガイ    NT  

柄眼 キバサナギガイ ナタネキバサナギガイ ○   VU Ⅱ類 

オカモノアラガイ ナガオカモノアラガイ ○   NT Ⅱ類 

マルスダレガイ シジミ マシジミ ○   VU  

トンボ イトトンボ モートンイトトンボ    NT  

ヤンマ ネアカヨシヤンマ    NT Ⅱ類 

アオヤンマ    NT 準絶 

サナエトンボ キイロサナエ ○   NT 準絶 

オグマサナエ    NT Ⅱ類 

トンボ ハッチョウトンボ     要注 

カメムシ コオイムシ オオコオイムシ ○    準絶 

コウチュウ ゲンゴロウ ゲンゴロウ    VU 準絶 

コガタノゲンゴロウ ○   VU Ⅰ類 

キベリクロヒメゲンゴロウ ○   NT  

ガムシ ガムシ ○   NT  

ミユキシジミガムシ ○   NT  

合計 31 目 49 科 87 種 32 3 2 56 65 

◆植物 

区分 科名 種名 
H25 

確認 

選定根拠 1) 

法令 IUCN 環境省 福井県

シダ植物 ミズニラ ミズニラ ○   NT Ⅰ類 

ハナヤスリ ハマハナヤスリ     Ⅰ類 

オシダ カナワラビ     準絶 
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区分 科名 種名 
H25 

確認 

選定根拠 1) 

法令 IUCN 環境省 福井県

シダ植物 デンジソウ デンジソウ ○   VU Ⅰ類 

サンショウモ サンショウモ    VU Ⅱ類 

アカウキクサ オオアカウキクサ ○   EN Ⅰ類 

維管束植物 クワ カラハナソウ     準絶 

タデ ヤナギヌカボ ○   VU Ⅰ類 

キンポウゲ ミスミソウ ○   NT Ⅱ類 

スイレン ヒツジクサ ○    Ⅱ類 

マツモ マツモ ○    Ⅱ類 

オトギリソウ ヒメオトギリ     Ⅱ類 

アブラナ ミズタガラシ ○    要注 

モチノキ クロガネモチ     準絶 

クロウメモドキ ヨコグラノキ ○    要注 

ミゾハコベ ミゾハコベ     要注 

ヒシ ヒメビシ ○   VU Ⅰ類 

アカバナ ミズユキノシタ ○    Ⅱ類 

イチヤクソウ ウメガサソウ     要注 

サクラソウ クサレダマ ○    Ⅰ類 

リンドウ リンドウ ○    要注 

ミツガシワ ミツガシワ ○    準絶 

ガガイモ スズサイコ ○   NT Ⅱ類 

コカモメヅル     準絶 

アカネ ハナムグラ    VU  

ヒルガオ マメダオシ    CR  

アワゴケ ミズハコベ     Ⅱ類 

シソ ミズトラノオ ○   VU Ⅰ類 

ホナガタツナミソウ ○    Ⅱ類 

ゴマノハグサ マルバノサワトウガラシ ○   VU Ⅰ類 

シソクサ ○    Ⅰ類 

アブノメ ○    Ⅱ類 

カワヂシャ ○   NT 準絶 

タヌキモ イヌタヌキモ ○   NT  

キキョウ サワギキョウ     Ⅱ類 

キク カガノアザミ     Ⅱ類 

コオニタビラコ     Ⅱ類 

カシワバハグマ ○    準絶 

オオニガナ     Ⅱ類 

ノニガナ     Ⅱ類 

オモダカ アギナシ    NT Ⅱ類 

トチカガミ ヤナギスブタ ○    準絶 

トチカガミ ○   NT Ⅰ類 

ミズオオバコ ○   VU 準絶 

セトヤナギスブタ    EN  

ヒルムシロ エビモ     要注 

イバラモ ホッスモ ○    Ⅱ類 

サガミトリゲモ    VU Ⅰ類 

イトトリゲモ ○   NT Ⅰ類 

ホンゴウソウ ホンゴウソウ ○   VU Ⅰ類 

ユリ オモト     準絶 

ハナゼキショウ ○    Ⅱ類 

ミズアオイ ミズアオイ ○   NT Ⅰ類 

アヤメ カキツバタ ○   NT Ⅱ類 

サトイモ ショウブ ○    要注 

ミクリ ミクリ ○   NT 準絶 

ナガエミクリ ○   NT 準絶 

ガマ コガマ ○    準絶 
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区分 科名 種名 
H25 

確認 

選定根拠 1) 

法令 IUCN 環境省 福井県

維管束植物 カヤツリグサ タチスゲ     要注 

コホタルイ     Ⅰ類 

ラン エビネ ○   NT Ⅱ類 

ナツエビネ ○   VU Ⅱ類 

キエビネ ○   EN Ⅰ類 

キンラン ○   VU Ⅱ類 

クロヤツシロラン ○    Ⅰ類 

ミズトンボ ○   VU Ⅱ類 

ラン コクラン     Ⅱ類 

イイヌマムカゴ ○   EN  

ムカゴサイシン ○   EN  

蘚苔類 ウキゴケ ウキゴケ 2) ○     

イチョウウキゴケ ○   NT  

藻類 カワモズク アオカワモズク ○   NT 準絶 

チャイロカワモズク ○   NT  

シャジクモ シャジクモ ○   VU Ⅰ類 

合計 47 科 74 種 49  - 36 65 
 
1）選定根拠の詳細 

法令 

・文化財保護法…「文化財保護法」（昭和 25 年法律第 214 号）に基づき「特別天然記念物」に指定されている種 

・種 の 保 存 法…「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成 4 年法律第 75 号）に基づき「国内希

少野生動植物種」に指定されている種 

IUCN…「絶滅のおそれのある生物種のレッドリスト」（IUCN、2012） 

[カテゴリー] 

・準絶滅危惧（NT）…存続基盤が脆弱な種。現時点での絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」

として上位ランクに移行する要素を有するもの 

環境省…環境省が発表したレッドリスト（環境省、平成 24 年） 

[カテゴリー] 

・絶滅危惧Ⅰ類（CR+EN）…絶滅の危機に瀕している種 

 ・絶滅危惧ⅠA 類（CR）…ごく近い将来における絶滅の危険性が極めて高い種 

 ・絶滅危惧ⅠB 類（EN）…ⅠA類ほどではないが、近い将来における絶滅の危険性が高い種 

・絶滅危惧Ⅱ類（VU）…絶滅の危険が増大している種 

・準絶滅危惧（NT）…現時点では絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」に移行する可能性のあ

る種 

・情報不足（DD）…評価するだけの情報が不足している種 

 

福井県…「福井県の絶滅のおそれのある野生動物」（福井県、平成 14 年） 

「福井県の絶滅のおそれのある野生植物」（福井県、平成 16 年） 

 [カテゴリー] 

 ・県域絶滅危惧Ⅰ類（Ⅰ類） 

 ・県域絶滅危惧Ⅱ類（Ⅱ類） 

 ・県域準絶滅危惧（準絶） 

 ・要注目（要注） 
2）ウキゴケは、平成 19 年に公開された環境省レッドリストにおいて NT（準絶滅）として選定されていたものの、平成 24 年に改

訂された環境省版レッドリストでは、全国の低地に広く生育していることが明らかになったことからレッドリストから削除さ

れている。一方、旧カテゴリー時点でモニタリング対象としていたことから本表にも掲載することとした。 

 

 

資料：「北陸新幹線、中池見湿地付近環境事後調査 中間報告 平成 26 年 7 月 独立行政法人 鉄道建設・運輸施設整備支援機構

鉄道建設本部 大阪支社」の情報も挿入 
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6.3  活用の基本方針 

中池見湿地は、ラムサール条約湿地にも登録された、国際的に誇るべき自然環境を有し

ています。そして、その保全を世界に約束しています。そこで、中池見湿地の活用は、ラ

ムサール登録の要件を保全することを基本に据えつつ、ラムサール条約でも推奨されてい

る「賢明な利用（ワイズ・ユース）」を実現します。 

 

 

 [活用の基本方針] 

 ラムサール条約登録湿地として、その保全が確保されつつ湿地への負荷がかか

らないような活用を検討し、活用自体が保全に結びつくような手法を実現する。 

 中池見が地域の財産であることが皆に認識されるように、市民、地域団体、研

究者、行政など、多様な主体による多様な活用を実現する。 

 中池見湿地の魅力を広く伝えるため、市内の他の観光拠点等とのつながりを深

め、「敦賀のなかの中池見」であることを市内外や国外にも情報発信する。 
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◆中池見湿地における活用の目標 

 中池見湿地において、上述の活用の基本方針を具体化するため、活用の目標を設定します。中

池見湿地の活用の目標は、6つの目標に展開し、中池見の活用に取り組みます。 

 

 

目標 1．敦賀が誇る観光スポットとしての活用 

…春のサワオグルマ、初夏のカキツバタ、夏のミズトラノオ、秋のオオニガナなど、自然

散策をゆっくり楽しむ場としての活用を推進します。 

目標 2．気軽ななかまで参加する田んぼの体験活用 

…家族、友人、職場の仲間など、気軽に集える小さな団体による江堀りや田んぼづくりを

推進し、田んぼづくりと生物保全の Win-Win の関係を体感いただきます。 

目標 3．「中池見湿地」ブランドを活かした里山のめぐみの販売活用 

…ラムサール登録湿地のブランドを活かし、保全活動を通じて得た農産物や、中池見の自

然を活かして新たに開発する里山グッズの販売を推進します。 

目標 4．イナカで元気に遊ぶ場としての活用 

…田んぼや水路で泥んこになったり、木を伐ってみたり、竹トンボをつくったりなど、昔

懐かしい遊びの場としての活用を推進します。 

目標 5．里山ライフが楽しめる活用 

…中池見湿地にある「自然のもの」「無農薬・無化学肥料の農産物」など里山のめぐみを

いかした食・生活体験や「癒しの場」としての活用を推進します。 

目標 6．学校団体、研究機関、企業との協働活用 

…小・中学校の田んぼ体験、高校生の里山作業体験と研究の活用、研究機関による里山保

全研究、企業による社員教育の場としての活用など、教育的・専門的な活用を推進します。 

目標 7．中池見湿地の活用に関わる人材の育成 

…中池見湿地の保全と活用の趣旨を深く理解しつつ、中池見湿地の企画・運営に携わる人

材を育成します。 
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◆中池見湿地における活用の実施例 

目標項目 活用の取り組み実施例 備考 

目標 1．敦賀が誇る観光スポットとし

ての活用 

 中池見自然学校 

ナイトツアー、ホタルツアー、野外

コンサートなど 

 ラムサールツアー 

中池見湿地・三方五湖・琵琶湖の周

遊ツアーなど 

 中池見湿地のグッズ

販売、トイレや案内

板等の整備等を検討

する 

 環境・企業ボランテ

ィアの導入を検討す

る 

目標 2．気軽ななかまで参加する田ん

ぼの体験活用 

 田んぼ体験 

一般市民等小さなグループ対象の

小さい区画での田んぼ体験など 

 田んぼ体験活動 

田下駄・田舟体験、カゴ罠体験 

 

目標 3．「中池見湿地」ブランドを活

かした里山のめぐみの販売活用 

 里山カフェ 

野草茶の提供、お土産販売など 

 中池見マルシェ（朝市） 

外来種の堆肥、外来種のお茶販売な

どの物産販売 

 保全のための活動資

金を得ることを念頭

に取り組む 

目標 4．イナカで元気に遊ぶ場として

の活用 

 いなか体験 

肝試し、夜空観察、泥んこ遊び、貝

釣りなど 

 

目標 5．里山ライフが楽しめる活用 

 女子力アップ教室 

リース・ドライフラワーづくり、草

木染め体験、漬物づくりなど 

 中池見ヒーリング 

森林浴、泥パック、湿地セラピー、

フラワーヒーリングなど 

 

目標 6．学校団体、研究機関、企業と

の協働活用 

 企業との協働 

研究開発、人員支援など 

 学校団体・研究機関との協働 

田んぼの体験など 

 

目標 7．人材の育成 
 指導者向け、子ども向け、大人向け

プログラム、資料の作成 
 

 

  



 

42 

7  中池見湿地の保全活用計画の概要 

7.1  中池見湿地の保全計画の概要 

(1) 保全対象とする主要な生物の保全方法の整理 

この項では、中池見湿地における保全計画を立案するため、前項の保全の基本方針とそ

れを具体化する保全の目標（3つのカテゴリーと 10 個の目標）を達成するための方法を整

理します。カテゴリーごとに立案する方法を下にまとめます。 

また、中池見湿地においては、絶滅の恐れのある動植物や多様な動植物の保全はより優

先順位が高く、中池見湿地の要でもあります。そこで、カテゴリー2 の動植物の保全の検

討にあたっては、保全のための代表的な種について、保全の手法を詳細に整理します。 

 

カテゴリー１ 中池見湿地の基盤となる地形地質・水環境の保全 （目標 1～3） 

 [保全の検討方法] 

 中池見湿地の地形と水環境を良好に維持できるよう検討する。 

 

 

カテゴリー２ 中池見湿地に息づく多様性に富む動植物の保全 （目標 4～8） 

 [保全の検討方法] 

 保全対象となる動植物の生息・生育環境を整理するとともに、その保全のため

に必要な整備・管理内容を検討する。 

 保全を検討するため、キーストーン種、シンボル種等に該当する種を代表的な

種として抽出し、それらの種の保全要件を整理する。 

 

カテゴリー３ 中池見湿地の自然を守る技術の伝承 （目標 9～10） 

 [保全の検討方法] 

 中池見の生物多様性を育む水田環境の維持に必要な技術の項目と手法を検討

する。 

 継続的に保全が実現できるための担い手の確保の方法を検討する。 
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表 中池見湿地代表種と環境区分一覧 

環境区分 中池見湿地代表種 随伴種 

高茎草本群落 

 ・ヨシ群落 

 ・マコモ群落 

カヤネズミ ゲンゴロウ類、トンボ類 

ノジコ 
ホオジロ類、コヨシキリ、ノゴマ、ノビタキ、セ

ンニュウ類、カヤネズミ、ヨシ、ミゾソバ 

ヒクイナ クイナ、ヨシ、スゲ類 

アオヤンマ 
エサキアメンボ、ジュウサンホシテントウ、ジュ

ウクホシテントウ、オオヨシキリ 

低茎草本群落 
ミズトラノオ  

サワオグルマ  

開放水面・池 

ゲンゴロウ コガタノゲンゴロウ、クロゲンゴロウ、ガムシ 

キベリクロヒメゲンゴロウ エサキアメンボ 

カイツブリ 
カモ類、バン、カワセミ、ツバメ、池の生物、ガ

マ類、ヨシ、マコモ 

開放水面・渓流 ゲンジボタル  

開放水面・水路 
キタノメダカ ガムシ、ゲンゴロウ類 

アブラボテ オイカワ、カワムツ、シマドジョウ 

水田環境 

トチカガミ ヒメビシ、サンショウモ、ミズオオバコ 

クロゲンゴロウ コガタノゲンゴロウ、ゲンゴロウ、ガムシ 

ヘイケボタル  

モートンイトトンボ ハッチョウトンボ、ネアカヨシヤンマ 

デンジソウ ミズアオイ、ヒメヒシ、ヤナギヌカボ 

ヤナギヌカボ  

アカガエル  

森林沢筋 ミゾゴイ 
キビタキ、サンコウチョウ、サワガニ、モリアオ

ガエル、ミミズ類 

森林 

オシドリ フクロウ、アオバズク、カモ類 

フクロウ オシドリ、アオバズク 

ギフチョウ  

オオムラサキ  

湧水地 
ホトケドジョウ ヒツジクサ 

ハッチョウトンボ  
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■保全対象とする主要な生物の保全方法の整理（1/5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種名 カヤネズミ ノジコ ヒクイナ アオヤンマ ゲンゴロウ 

生息環境 

【営巣環境】イネ科（またはカヤツリグサ科）多年性草本類を

主とした高茎草本群落。ヨシ、オギ、セイタカヨシ。チガヤ、

ススキ、サヤヌカグサ、エノコログサ、カサスゲ、ヒメガマ等

を巣材に使用。【採食地】イネ科やタデ科等、主に比較的大きめ

の種子をつける一年性草本類が繁茂し、様々 な草本類で構成さ

れている草本群落。この為、上層はヨシやオギ、下層に様々 な

草本類で構成された草本群落、または高茎草本群落の中に低茎

草本群落がパッチ状に混在する草本群落が好まれる。 

下草のある湿ったヨシ原など 
林縁部の繁みも利用？ 

草丈が0.5～2.5ｍのヨシやスゲ類が生

育する、水深 10cm 以下の湿地環境。

平地から山地の水生植物の豊富な池

沼・湿地。ヨシなど高茎の抽水植物が

繁茂する池沼を特に好む。 

ヒルムシロ、オモダカなどの水生植物

の生えた池沼や放棄水田、湿地。 

整備内容 

群落の状況によって異なる。 
水深が深いヨシ群落は構成種が少な

く、ヨシの稈が太くなり、稈密度が下

がる。稈密度が高いほどカヤネズミは

移動し易く、且つ営巣に必要な葉と穂

が確保しやすいため、年 1 回の定期的

な刈取りが必要。 

現状維持 現状維持 
現状維持、ただしヨシ原の水深確保は

必要。 
水路の浚渫、水深の確保、池の確保。

保全管理 

・しぼら道沿いの草刈り（3 月） 
・観察エリアの草刈り（3 月） 
・・外来植物の除去（6-7 月） 
※外来植物はセイタカアワダチソウ

を中心に除去する 

乾燥しないように、必要に応じて水の

管理を行う。 
乾燥しないように、必要に応じて水の

管理を行う。 
ヨシ原の根元の水深をある程度確保

する。 

・アメリカザリガニの駆除 
・オモダカなど産卵基質となる植物の

保全 
・蛹化場所（土中）の確保 

留意事項 
作業をする際には専門家と連絡を取

り合いながら実施する。草刈り場所と

時期について留意が必要。 

不明な点が多く、調査中。 
作業をする際には専門家と連絡を取

り合いながら実施する。 

営巣期間中の草刈に注意する。 
 

ヨシが優占することが最も重要であ

るが、ガマ類などの他の高茎草本が混

じる方が良いとされる。 

・土中で蛹化するため、幼虫が上陸で

きる構造を確保する 
・アメリカザリガニの駆除にカゴ罠を

用いる場合は、混獲に注意する。 

付随して保全される 

種・種群 

湿地に生育する草本群落 
ゲンゴロウ類・トンボ類 

アオジなどのホオジロ類、コヨシキ

リ、ノゴマ、ノビタキ、センニュウ類

など 
カヤネズミ 
ヨシ、ミゾソバなど 

クイナ 
ヨシ、スゲ類 

エサキアメンボ、ジュウサンホシテン

トウ、ジュウクホシテントウ、オオヨ

シキリなど 

コガタノゲンゴロウ、クロゲンゴロ

ウ、ガムシなど 

備考 

一年のうち 6 月と 11 月（9-12 月）の

二度、繁殖期があり、繁殖に影響を与

えないように草刈に留意が必要。しか

し、他の湿地依存種への配慮も必要な

ため、ゾーニングによる対応も視野に

入れる。 

まずは渡りの拠点として保全するが、

繁殖地としての環境も視野に入れる。

ますは繁殖地として保全するが、積雪

がなければ冬も生息の可能性がある。

2014 年に目撃情報があり、本種の生

息に適した場所が維持されつつある。 

近年の目撃情報がなく、近隣に生息地

があるかどうか調査が必要。水田環境

の他に外来種のいない池も必要。 

参考文献 22、23、24、25、26 17、20 18、19、21 33、34 35、36 
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■保全対象とする主要な生物の保全方法の整理（2/5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種名 キベリクロヒメゲンゴロウ カイツブリ キタノメダカ アブラボテ トチカガミ 

生息・生育環境 ヨシなどが生える比較的大きな池沼。 中池見では、主に池に生息している。

水田や水田付近の用水路といった止

水－半止水環境を好む。産卵基質とし

て水生植物などが繁茂していること

が望ましい 

農業用水路など流速があまり速くな

い流水環境。とりわけ，湧水のある水

域や農業用水路付近の細流を好む 

湖沼・ため池・水路などに生育する多

年生の浮遊植物。中池見では水路に生

育していた他、田面にも発生する。 
【水質】やや富栄養化した水域 
    pH 6.3～6.8 
    電気伝導度 120～230μS/cm
【水深】10～40cm 
【流水】止水域を好む 

整備内容 現状維持 

土砂の投入等によって池ができてお

り、冬季に、凍ったり、雪に埋もれた

りしないよう、本来の水の流れを復元

する。 

現状維持 

定期的に後谷とそれに連なる水路の

一部を浚渫し，水深を確保する。さら

に，水生植物等を増やすなど増水時の

待避場所を創出することが望ましい 

現状維持？ 

保全管理 
水深の確保、ヨシの根際が水につかる

ようにする 
ヨシやガマ等の水草を残す。 

農事暦に沿った稲作，かい掘りなどの

里山整備作業 
枯渇区間が生じないよう，とりわけ夏

季に生息水域のモニタリング 

◆水路の場合 
 江ざらい 
 
◆田面の場合 
  

留意事項 

・土中で蛹化するため、幼虫が上陸で

きる構造を確保する 
・アメリカザリガニの駆除にカゴ罠を

用いる場合は、混獲に注意する。 

ヨシやガマ等の水草で浮き巣を作る。

繁殖期間が長い。 

“メダカ”は市場流通量が多く，遺伝子

汚染が生じやすい。中池見湿地内への

生物持ち込み禁止を徹底する 

産卵基質となる二枚貝の資源量を維

持するため，改修時には底質が激変し

ないよう注意が必要 

アメリカザリガニの食害を受けやす

く、トチカガミを保全する場所では完

全駆除の状態を維持する。 

付随して保全される 

種・種群 

 
エサキアメンボ 

カモ類、バン、カワセミ、ツバメ〈ね

ぐら〉 
池の生物 
ガマ類、ヨシ、マコモ 

水田昆虫（ガムシ・ゲンゴロウ類） オイカワ，カワムツ，シマドジョウ 

◆水路の場合 
 
◆田面の場合 
ヒメビシ、サンショウモ、ミズオオバ

コなど 

備考 

湿地中央部の残土を置いてできた大

きな池で多数みられるが、その中でも

分布は局地的である。 

池が凍ったり、雪が積もりやすい理由

を、調査するべき。 
カイツブリは、アメリカザリガニを捕

食する。 

ミナミメダカや鑑賞品種，他水系の個

体群が密放流される懸念がある。敦賀

市全域での鑑賞品種規制や社会啓発

活動を検討，推進するべき 

木の芽川に流出する個体が再生産し

ているか調査し，水系全体での生息実

態を解明することが望ましい 

秋から冬にかけ、水中茎の先端が殖芽

となり水底に沈んで越冬する。 

参考文献 35 18、19 1、2、3、5 1、2、3 27、28、29 
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■保全対象とする主要な生物の保全方法の整理（3/5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種名 クロゲンゴロウ ヘイケボタル モートンイトトンボ デンジソウ ヤナギヌカボ 

生息・生育環境 
水生植物の生えた池沼、放棄水田、水

田の溝など。 

水田及び水田水路 
【成虫】水田～水路上空を飛翔 
【産卵】水田の畦 
【幼虫】水田泥質の水底を徘徊する 
    モノアラガイ等を摂食 
【蛹】水田の畦の泥中 

草丈の低い抽水植物が繁茂した湿地、

水田の畦脇、休耕田など 

池沼・河川、溝、水田などに生育する

多年生の抽水～浮葉植物。中池見では

休耕田・現行田に生育。 
【水質】pH6.7～7.0、 
    電気伝導度 250～270μS/cm 
【水深】0～7cm 
【流水】無し 

河川岸辺、水路、湿地に生育する一年

生の湿生植物。中池見では休耕田や畦

の周囲に生育。 
【水質】pH5.8、 
    電気伝導度 140μS/cm 
【水深】0～5cm 
【流水】無し 

整備内容 
水路の浚渫、水深の確保、浅い池の確

保。 
現状維持 水田の創出。 現状維持？ 現状維持？ 

保全管理 
・アメリカザリガニの駆除 
・蛹化場所（土中）の確保 

水田耕作に準じた田んぼの作業 
[春]田起こし、田植え、畔草刈り 
[初夏]雑草除去 

高茎草本の刈り取り、アメリカザリガ

ニの駆除。 

伝統的な水田作業に準じる管理作業 
*一年草が優占する植生を維持する 
[春]田起こし、畔草刈り 
[初夏]雑草除去 
   特に、多年草の除去 
[通年]水深（5cm 程度）の維持 

伝統的な水田作業に準じる管理作業 
*一年草が優占する植生を維持する 
[春]田起こし、畔草刈り 
[夏]雑草除去 
  特に、多年草の除去 
[通年]水深（5 ㎝程度） 又は湿潤環

境の維持 

留意事項 

・土中で蛹化するため、幼虫が上陸で

きる構造を確保する 
・アメリカザリガニの駆除にカゴ罠を

用いる場合は、混獲に注意する。 

餌となるモノアラガイ等が死滅しな

いよう一定の水深を確保する。 
採集圧にも注意が必要。 

サンカクイ、チゴザサ等の低茎の多年

草の生育割合が高くなってきたら、強

い田起こしの実施と多年草除去によ

り一年草が卓越する植生にリセット

する。 
※稲の移植・育成と同時に実施する。 

田や水路の畦際に生えることが多く、

他の草本類によって被陰されないよ

う、細かなモニタリングと選択的な除

草（ヤナギヌカボの刈り残し）を要す

る。 

付随して保全される 

種・種群 

コガタノゲンゴロウ、ゲンゴロウ、ガ

ムシなど 
 

ハッチョウトンボ、ネアカヨシヤンマ

など 
ミズアオイ、ヒメビシ、ヤナギヌカボ

など 
 

備考 
現在も見られるものの個体数は多く

ない。 

成虫が安定的に自然発生することを

期待する。 
例年、ホタル観察会が開催されている

こと等から、シンボル種（象徴種）と

して保全する。 

2012 年に確認されており、生息に適

した環境が戻りつつある。 

一旦消失すると、その回復は困難であ

ることから（福井県内で唯一の産地で

もある）、①生育地を複数に分散する

ことと、②万一の消失に備えてトレイ

を用いた植栽などによりバックアッ

プを確保する。 

一年草であり、消失も多いことから、

複数の場所での生育地を確保するこ

とが望まれる。 

参考文献 35、36 6、7、8 34 27、28、29、30、31、32 27、28、29、30、31、32 
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■保全対象とする主要な生物の保全方法の整理（4/5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種名 アカガエル ミゾゴイ オシドリ フクロウ ギフチョウ 

生息・生育環境 

水の残った水田や湿原、湿地の水たま

りなど浅い止水で繁殖する。産卵は 1
～3 月。 
卵の正常な発生には 5℃以上の水温を

要する。 

暗い林を好むが、里山的環境も利用す

る。 
林内の沢筋や水辺等で採食。 
生態は不明な点が多い。 

林と湿地の両方の環境が必要。 
色々なタイプ、特に大きい樹木のある

樹林に住む。 

山地帯落葉広葉樹林 
【成虫】早春のみ出現し春植物を吸蜜

    産卵時には林床を低く飛ぶ 
【産卵】カンアオイ類の葉に産卵 
【幼虫】カンアオイ類の葉を食べる 

整備内容 浅い止水を確保する。 保水力のある林を維持する。 
現状維持。 
大木、特に樹洞のある木を残す。 

現状維持。 
大木、特に樹洞のある木を残す。 

直近過去の生息確認位置において、生

息環境を再生する。 

保全管理 

草原化した場所については、草刈り、

除草などにより、開けた止水を確保す

る。水田では、早春季（1～3 月）に水

が貯まっている状態を維持する。 

沢等がある、暗い林を、Ｖ字型の地形

ごと保全する。 
 

繁殖するための樹洞のある木や、樹洞

ができそうな大径木を残す。 
繁殖するための樹洞のある木や、樹洞

ができそうな大径木を残す。 

低木や草本が鬱閉しないよう開けた

林床を維持する。 
[秋]下草刈り 
  ※毎年実施する。 
  ※ツツジ類等の吸蜜植物は残す。

留意事項 

水域が植生で覆われると繁殖の阻害

となるため、繁殖期に植物の生育が少

ない浅い止水を確保することを要す

る。 

繁殖していそうな場所への立入に注

意する。 

営巣場所が不足しているようであれ

は、復元できるまでの間、巣箱の設置

を検討する。 

営巣場所が不足しているようであれ

は、復元できるまでの間、巣箱の設置

を検討する。 

下草刈りの際には、吸蜜植物となるツ

ツジ類やスミレ等の植物を刈り取ら

ないよう留意する。 
一度に個体数が増加した際には、幼虫

の過密化による食草の食いつくしに

留意を要する。 

付随して保全される 

種・種群 

タニシ類、イチョウウキゴケ、シャジ

クモ類 

暗い林を好む、キビタキ、サンコウチ

ョウなど。 
サワガニ、モリアオガエル、ミミズ類

樹洞を利用するフクロウ、アオバズク

等。 
池等を利用するカモ類等。 

樹洞を利用するオシドリ、アオバズク

等。 
 

備考  日本でのみ繁殖する夏鳥で、希少種。 雑食性だが、特にドングリを好む。 
基本的にはむ夜行性で、ネズミ類等を

捕食する。 
樹上や地上に営巣することもある。 

食草密度が高く、林縁に近く、低木密

度が低い場所を好む生態特性に応じ

た保全管理を要する。 

参考文献 37、38、39 18、19 18、19 17、20 9、10、11 
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■保全対象とする主要な生物の保全方法の整理（5/5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種名 オオムラサキ ホトケドジョウ ハッチョウトンボ ゲンジボタル 

生息・生育環境 

落葉広葉樹林 
【成虫】クヌギ、ナラ類の樹液を吸蜜

    木のまわりを飛翔 
【産卵】エノキの葉に産卵 
【幼虫】エノキの葉を採食 

湧水や伏流水が流れ込み，夏季に水温

が低く保たれる半止水域に生息する。

底質中に身を潜められる泥質・砂泥質

を好む 

湧水湿地や谷戸の休耕田 
【成虫】水辺に隣接する草地 
【産卵】浅く小さな解放水面 
【幼虫】低茎草原の浅滞水地の泥土中

【水環境】1.0～3.0 ㎝の水深で貧栄養

な水質の開放水面 

流れのある水路環境 
【成虫】飛翔・休憩場所となる木陰 
【産卵】水際にコケが生育 
【幼虫】流れがありカワニナが豊富に

生息 
【蛹】中州や岸がある 

整備内容 現状維持 
生息地の一部の，放棄田となっている

地点を水田環境へ復帰させることが

望ましい 

直近過去の生息確認位置において、生

息環境を再生する。 
現状維持 

保全管理 

林縁部を中心に、低木や草本が鬱閉し

ないよう開けた林床を維持する。 
[秋]下草刈り 
  間伐 
  ※ギャップを形成し、飛翔できる

空間を確保する 

生息地の水深を維持するため，湧水付

近の掘り下げ。猪の泥浴びやアメリカ

ザリガニの侵入による攪乱の防除 

小規模な開放水面を伴うヤノネグ

サ・イボクサ群落やイ・ヒメジソ群落

などの低茎草原を維持する。 
[秋]草刈り（10 月下旬～11 月） 
  ※1 回/４年程度で初期植生に更新

[春]水路の泥揚げ 
 ※幼虫が蛹化したタイミングを見

計らって実施する 
[初夏、夏、秋]水路際の草刈り 
 

留意事項 
冬季、地表に落葉した葉の裏面で幼虫

が越冬していることがあることから、

これを除去しないよう留意する 

わずかな湧水量の低下でも枯渇に繋

がりかねないため，平行して施設内で

の継代飼育を実施する 

ススキ等の高茎草原への遷移がすす

まないように管理を要するが、生息地

周囲のやや粗生したイ・ススキ群落は

成虫の給餌・休息場所として利用され

る。 

草刈りは、成虫の発生が終わる頃以降

に実施する。 
 

付随して保存される 

種・種群 
 

ヒツジクサなどの水生植物や、水田雑

草類 
  

備考 

樹木が生長・老衰すると樹液の滲出が

悪くなるため、クヌギ等は萌芽再生

せ、樹勢を若返らせることも必要であ

る。 

確認されている生息範囲がきわめて

狭い（約 84m2）ため，湿地内での新

たな生息場所の創出を検討するべき 

複数の場所で生息環境を維持するこ

とで、安定的な保全が確保できる可能

性がある。 

成虫が安定的に自然発生することを

期待する。 
例年、ホタル観察会が開催されている

こと等から、シンボル種（象徴種）と

して保全する。 

参考文献 12、13 1、3、4 15、16 6、7、8 
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※保全対象とする主要な生物の保全方法の整理に用いた参考文献 

No. タイトル 発行機関等 発行年 著者 
1 The current status of freshwater fishes in the Naka-ikemi Wetland, Fukui Prefecture, Japan Biogeography 2014 (In press) Kitagawa, T. et al. 
2 日本の淡水魚 山と渓谷社 1989 川那部浩也、水野信彦 編・監修 
3 福井県中池見湿地に生息する淡水魚類 地域自然史と保全 2013 山野ひとみ ほか 
4 福井県中池見湿地におけるホトケドジョウの生息現況 魚類学雑誌 2013 北川哲郎 ほか 
5 Oryzias sakaizumii, a new ricefish from northrn Japan 

(Teleostei..Adrianichthidae) 
Icthyol. Explor Freshwaters 2011 Asai, T., H. Senou, K. Hosoya

6 ホタル百科 丸善出版株式会社（東京）、112pp． 2004 東京ゲンジボタル研究所 
7 ホタルの里づくり 信山社サイテック（東京）、136pp． 1991 自然環境復元協会 
8 水田周辺の人為水系における水生昆虫の生活 水辺環境の保全－生物群集の視点から－（朝倉書店、東

京）、111－124 
1998 日比伸子、山本知巳、遊磨正秀 

9 ギフチョウ (Luehdorfia japonica ) の産卵環境選択 長野県環境保全研究所研究報告 ３：21―25 2007 尾関雅章、須賀丈、浜田崇、岸元良輔 
10 白馬村オリンピック滑降競技会場付近のギフチョウ生息地の保全 長野県環境保全研究所 研究プロジェクト成果報告８

「長野冬季五輪開催から 10 年後のモニタリング」：

27-32 

2009 須賀丈、尾関雅章、浜田崇、岸元良輔 

11 自然を守るとはどいういうことか 農山漁村文化協会（東京）、260pp 1988 守山弘 
12 蝶相からみた大津市瀬田丘陵（龍谷の森）の特徴． 「里山から見える世界」龍谷大学里山学・地域共生学オ

ープン・リサーチ・センター2005 年次報告書：189-202
2006 遊磨正秀、宮浦富保、横田岳人 

13 里山の管理とチョウ群集の多様性 蝶と蛾 60 （1）：52− 62 2009 田下昌志 
14 荒廃した里山を蘇らせる 自然生態修復工学入門 農山漁村文化協会（東京）、161pp． 2002 養父志乃夫 
15 ハッチョウトンボ生息地の保全に関する生態学的研究 造園学会誌 60 （4）：324－328 1997 養父志乃夫、中島 敦司 
16 丘陵湿地に生息するハッチョウトンボの場所利用と生息場所の保全について 保全生態学研究 9：25−36 2004 上田哲行、木下栄郎、石原一彦 
17 原色日本野鳥生態図鑑〈陸鳥編〉 株式会社保育社 1995 中村登流、中村雅彦 
18 原色日本野鳥生態図鑑〈水鳥編〉 株式会社保育社 1995 中村登流、中村雅彦 
19 日本動物大百科 第 3 巻 鳥類Ⅰ 株式会社平凡社 1996 日高敏隆 ほか 
20 日本動物大百科 第４巻 鳥類Ⅱ 株式会社平凡社 1997 日高敏隆 ほか 
21 ヒクイナ調査結果報告 認定ＮＰＯ法人バードリサーチ 2010 平野敏明 
22 多摩丘陵におけるカヤネズミ生息適地の景観構造 ランドスケープ研究、No．69／5，553-556 2006 黒田貴綱、勝野武彦 
23 中池見湿地におけるカヤネズミの巣分布と資源利用 福井県敦賀市中池見湿地総合学術調査報告書、pp．

209-223. 
2003 畠佐代子、三谷功、上野山雅子、川道美枝子、

千々岩哲、川道武男 
24 カヤネズミの淀川水系における営巣適地の要因と連続性 第 53 回日本生態学会大会講演要旨、292p 2006 畠佐代子、夏原由博 
25 堤防植生の刈り取りがカヤネズミ Micromys minutus の営巣に与える影響 ランドスケープ研究、No．68／5、571-574 2005 澤邊久美子、畠佐代子、夏原由博 
26 再び九州産カヤネズミの繁殖期について  哺乳類科学 No.3／5、125-127 1967 白石哲 
27 日本水草図鑑 文一総合出版（東京）179pp． 1994 角野康郎 
28 ネイチャーガイド 日本の水草 文一総合出版（東京）326pp． 2014 角野康郎 
29 敦賀基地環境保全エリア構築準備調査 報告書 大阪ガス（大阪）197pp． 1997 プレック研究 
30 水生植物および湿生植物の保全を目的とした耕作放棄水田の植生管理 ランドスケープ研究 63（5）：491-494 2000 関岡裕明、下田路子、中本学、水澤智、森本幸

裕 
31 復田を組み入れた休耕田の植生管理 ランドスケープ研究 65（5）：585-590 2002 中本学、関岡裕明、下田路子、森本幸裕 
32 中池見(福井県)における耕作放棄湿田の植生と絶滅危惧植物の動態 日本生態学会誌 53 ： 197−217 2003 下田路子、中本学 
33 都市近郊における希少種アオヤンマの生息条件と生息場所間のネットワーク 環動昆 18(3), 123-131 2007 河瀬直幹、夏原由博 
34 近畿のトンボ図鑑 いかだ社，東京 239pp 2009 山本 哲央、宮崎 俊行、西浦信明、新村捷介 
35 改訂版 図説 日本のゲンゴロウ 文一総合出版，東京 2002 森正人、北山昭 
36 稲作水系における水生昆虫の季節消長と移動 講談社サイエンティフィク，東京 242pp 2005 西城 洋 
37 改訂版 日本カエル図鑑 文一総合出版（東京）223pp． 1993 前田憲男、松井正文 
38 ニホンアカガエルの産卵場所の環境条件－特に産卵地転換の水温の違いについて 生態学研究 7 (1)：1-8 2002 門脇正史 
39 アカガエルの産卵場保全に向けた早春期水田の水環境特性の解明 農業農村工学会全国大会講演要旨集 748-749 2009 渡部恵司、森 淳、小出水規行、竹村武士 
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理の検討は、

 

位置図、及び

条件として、

次ページの表

ては、種の保

標植生図作成

絶滅危惧種

びその生息・

、目標植生図

表と図に示し

保全のため本

成の流れ 

、その他中池

生育を支え
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ます。 
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る基盤として
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表 中池見の植生の目標植生と景観イメージ 

目標植生 景観イメージ 
保全される動植物の例 

動物 植物 

高茎草原 

草丈の高いヨシ、マコモなどが一面に広がる。

一見するとヨシ、マコモが一様に広がっている

ように見えるが、所々で低茎草原が点在したり、

下層の植生が多様な類型となっている。 

カヤネズミ、ノ

ジコ、ヒクイナ、

ノビタキ、アオ

ヤンマなど 

－ 

低茎草原 

スゲ類やチゴザサなど、草丈の低い草本類が広

がる草原。優占する植物は、立地により異なり、

低茎草原にも多様な類型がみられる。 

場所によっては、早春にサワオグルマが一面に

咲き広がる。 

カヤネズミなど ミズトラノオ、

オオニガナ、サ

ワオグルマなど 

水田環境 

稲が植えられた水田景観。 

一方、稲が植えつけられておらず、草丈の低い

植物が優占する「管理休耕」のタイプがある。

ク ロ ゲ ン ゴ ロ

ウ、ヘイケボタ

ル、モートンイ

トトンボ、アカ

ガエルなど 

デンジソウ、ヤ

ナギヌカボなど 

水路 

一年を通じて水が流れる。 

場所によって淀んだ場所や、流れの急な場所な

ど多様な類型の水路が存在する。 

キタノメダカ、

アブラボテ、ゲ

ンジボタルなど － 

池沼 

水をたっぷりと湛えた水面。 

水ぎわには、草丈の低いスゲ類が優占するか、

ヨシやマコモなどの草丈の高い草本類が水際に

群生する。 

カイツブリ、ゲ

ンゴロウなど 

－ 

森林 

コナラをはじめとする多様な落葉広葉樹が混交

する高木が優占する森林。 

所々にスギ林が点在する。 

フクロウ類、オ

シドリ、ギフチ

ョウ、オオムラ

サキ 

キンランなど 
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7.2  中池見湿地の活用計画の概要 

(1) 活用方法の整理 

この項では、中池見湿地における活用計画を立案するため、前項の活用の基本方針とそ

れを具体化する活用の目標を達成するための方法を整理します。 

 

 [活用の検討方法] 

 保全のために必要なさとやま管理を基盤においた活用メニューを検討する。 

 一方、参加する方々が楽しみながら取り組めるような活用方法を検討する。 

 多様な主体がそれぞれに持つニーズが充足するような活用メニューを検討す

る。 

 保全・活用を推進するための体制・資金を獲得できる方法を検討する。 
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(2) 活用を実現するための配置計画 

中池見の活用のための整備・管理の検討は、自然環境の保全を優先にしつつ、市民みん

なが活用できるような配置として検討します。 

活用を実現するための配置計画を次ページの図に示します。 
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(3) 中池見湿地の保全・活用マップ 

これまでとりまとめた中池見湿地の保全マップ、及び活用マップを重ねあわせ、中池見

湿地における保全活用マップを作成しました。 

このマップでは、中池見湿地における保全と活用の方向性が示されており、このマップ

をもとに、今後の詳細な計画を立案します。 

中池見湿地の保全活用マップを次ページの図に示します。 
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から東に流れ

この水門の

ます。ここで

全活用実施計
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2) 外来生物への対策 

中池見湿地においては、アメリカザリガニ、セイタカアワダチソウをはじめとする外来

生物の生息・生育が確認されており、特にこの２種は、中池見湿地の生態系被害を及ぼし

ています。 

ここでは、外来生物への対策についての計画概要を設定します。 

 

[外来生物対策の考え方] 

 中池見湿地において、アメリカザリガニ、セイタカアワダチソウをはじめ、甚大な生

態系被害を及ぼす外来生物については、除去や増殖しない対策等を講じます。 

 これらの外来生物は、完全に除去することは困難であるとしても、生態系に悪影響が

無いレベルまで（生息密度などを）低下させることを目標とします。 

 中池見湿地において、今後、新たな外来生物の被害が発生しないよう、注意します。 
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3) 環境区分ごとの植生管理 

中池見湿地における多様な動植物の生息生育は、多様な水環境と多様な植生を基盤に成

立していると考えられます。そこで、保全対象とする動植物の生息・生育分布や植生区分

を中心に整理した環境区分ごとに、維持管理の項目・方法等を整理します。 

なお、ここでは大まかな維持管理方法の整理にとどめ、詳細な計画は、今後作成する中

池見湿地保全活用実施計画において計画立案します。 

 

 

 

表 中池見湿地維持管理計画の概要（1/2） 

環境区分 
中池見湿地 

代表種 

維持管理の内容 

項 目 方 法 時 期 留意点 

高茎草本群落 

・ヨシ群落 

・マコモ群落 

カヤネズミ、ノ

ジコ、ヒクイ

ナ、アオヤンマ 

草刈り 

（群落周囲）

草刈り機を用いて、道沿い

や水路際などを刈り取る 

初夏刈区と秋刈区を設け

て実施する 

6～7月 

9 月 

ノジコ、ヒクイナ生

息地では作業前に鳥

類専門家と調整する

外来植物除

去 

三角ホーやクワを用いて

根茎から除去する 
6～8月 

なるべく根茎から除

去するよう留意する

低茎草本群落 

カヤネズミ、ミ

ズトラノオ、サ

ワオグルマ 

草刈り 
草刈り機を用いて、地際よ

り刈り取る 
6 月 

刈り草は、所々に集

積させる 

開放水面・池 

ゲンゴロウ、キ

ベリクロヒメ

ゲンゴロウ、カ

イツブリ 

－ － － 

特に管理を要しない

が、現在の水面が維

持できているか留意

する 

開放水面・ 

渓流 
ゲンジボタル 

水域周囲の

草刈り 

草刈り機を用いて、地際よ

り刈り取る 
9 月 

ホタルが地中で蛹化

している期間とノジ

コ等の鳥類が繁殖す

る期間は作業しない

泥あげ 
クワで川底に堆積した土

砂をかき上げる 
4～5月 

ホタルの幼虫が水路

内で生息している期

間は作業しない。 

開放水面・ 

水路 

キタノメダカ、

アブラボテ 

江ざらい 
クワで水路中に堆積した

泥をかき上げる 
3 月  

草刈り 
草刈り機を用いて、地際よ

り刈り取る 
4、6、9月 

カキツバタ、ミツガ

シワなど、保全対象

とする草本類は刈り

残す 

土手の改修 
崩壊した土手を木杭や横

矢板をあてて補修する 
1 回/数年 

保全対象とする草本

類が生育する場合は

避けるか、移植等対

策をとる 
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表 中池見湿地維持管理計画の概要（2/2） 

環境区分 
中池見湿地 

代表種 

維持管理の内容 

項 目 方 法 時 期 留意点 

水田環境 

トチカガミ、ク

ロゲンゴロウ、

ヘイケボタル、

モートンイト

トンボ、デンジ

ソウ、ヤナギヌ

カボ、アカガエ

ル 

田起こし 

耕運機を用いて、水田表土

をプラウの回転によって

細かく砕く 

4 月 

アカガエル類の幼生

の出現状況を確認し

ながら実施する 

代かき 

田に水を張り、耕運機を用

いて、水田表土をプラウの

回転によってさらに細か

く砕き、トンボで均す 

4 月 

稲を移植する際に

は、移植 10 日前まで

に実施し、その後は

湛水させる 

畔草刈り 
草刈り機を用いて、地際よ

り刈り取る 
4、6、8月 

田んぼの活動がしや

すいよう実施時期等

適宜調整する 

稀少な植物の生育が

ある場合は刈り残す

除草 

人手により、増えすぎた

（増えすぎそうな）水田雑

草を除去する。例：ヒエ類、

コナギ、オモダカ類など 

6、7月 

ミズアオイ、ヒメビ

シ等、希少な植物は

残すよう配慮する 

水管理 

代かき～稲刈り前までの

期間、湛水を続ける。湛水

は、5cm 以上を目標に維持

する。 

4～8月 

稲刈り後も、まばら

な湛水条件を維持す

る 

森林沢筋 ミゾゴイ － － － 

特にに管理を要しな

いが、繁殖していそ

うな場所へは立ち入

らない 

森林 

オシドリ、フク

ロウ、ギフチョ

ウ、オオムラサ

キ 

下草刈り 

カマ・草刈り機を用いて地

際より刈り取る 

ギフチョウの吸蜜植物や

幼虫の餌となるツツジ

類・エチゼンカンアオイな

どは刈り残す 

1 回/数年 

（秋） 

作業用具は、吸蜜植

物や餌植物の生育状

況にあわせて選択す

る 

間伐 

樹木が良好に成長するよ

う密度管理を行いながら、

チェーンソーを用いて樹

木の根元から切り倒す 

1 回/数年 

オシドリの餌資源と

なる堅果類、及びオ

シドリ・フクロウの

営巣地となる樹洞が

あるばあいには残す

湧水地 

ホトケドジョ

ウ、ハッチョウ

トンボ 

泥あげ 

ホトケドジョウが生息で

きる水環境として、数 cm

以上の水深を維持するよ

う泥あげを行う 

1 回/数年 

数㎡以上の範囲をか

き出し、下流側の水

路と接続するよう配

慮する 

急速な流れが生じな

いよう留意する 

草刈り 

[ホトケドジョウ生息地] 

数 cm 以上の水深が維持で

きるよう、繁茂した草をカ

マ等をもちいて除去する 

[ハッチョウトンボ生息地]

1～3cm の水深を維持しな

がら、まばらに植物が生え

る草原として維持する 

10 月下旬

～11 月 

1 回/4 年程度の頻度

で初期植生に更新す

る 

植生の状況によって

耕運機による表土か

くはんを検討する 
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(2) モニタリング計画 

中池見湿地保全活用構想・計画をもとに活動を推進するとともに、活動による効果検証

を行うために、水環境・動植物を対象にしたモニタリングを実施することとします。中池

見湿地の保全活用構想・計画に沿って立案された保全の目標が維持されているか、あるい

は外来生物の新たな移入等の不具合が生じていないかなど、モニタリングによって明らか

にします。また、モニタリングの結果をもとに、不具合が確認された場合には、どのよう

に対処するか検討し、維持管理に反映させます。 

 

[モニタリング立案の方針] 

 保全の目標達成の程度が評価できるよう、かつ、継続して実施できるようなモニタリ

ング計画を立案する。 

 「モニタリングサイト 1000」をはじめ、これまで実施してきているモニタリングを継

続する。 

 実際のモニタリングの実施に際しては、この中池見湿地保全活用構想・計画の策定の

後に作成する中池見湿地保全活用実施計画において詳細に計画を作成する。また、各

年次において、関係者間で詳細に計画を確認・調整しながら実施する。 

 

 

表 中池見湿地モニタリング計画の概要（1/2） 

モニタリングの 

ねらい 
モニタリング項目 

モニタリングの内容 

留意点 

方法 時期 

地盤沈降の確認 

水準測量 

地盤の固い場所に基準点を

設け、盛土部分、池を中心

に水準測量を行い、沈降の

有無を確認する 

1 回/3 年  

定点写真撮影 

天筒山中腹に写真撮影地点

を設け、中池見湿地全体を

写真 

1 回/年 

（9月） 

定点には、同

地点撮影が

できるよう

杭等を設置 

水環境の確認 

地下水位 

簡易な観測井戸を設置し、

地下水の変動を目視確認す

るとともにデータを記録す

る 

1 回/月  

地表水位・水質 

測定地を設け、簡易測定器

を用いて pH、水温等を計測

する 

4～6回/年  

中池見湿地の概観

の推移の把握 
相観植生 

中池見湿地全体を対象に、

最新の空中写真の判読とと

もに、高台からの見通しと

現地踏査によって、相観区

分した植生を地図上に記載

する 

1 回/5 年  
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表 中池見湿地モニタリング計画の概要（2/2） 

モニタリングの 

ねらい 
モニタリング項目 

モニタリングの内容 

留意点 

方法 時期 

動植物の出現傾向

の把握 

センサーカメラ撮影 

モニタリングサイト 1000

の調査位置と方法を継続す

る 

また、森林（や林縁）に改

善を加える場所について

は、事前と事後にカメラを

設置して比較する 

事前 1年間 

事後最低 2年間 
 

ホタル類 

モニタリングサイト 1000

の調査位置と方法を継続す

る 

－ － 

カエル類 

モニタリングサイト 1000

の調査位置と方法を継続す

る 

－ － 

動物相調査 

哺乳類・鳥類・爬虫類・両

生類・魚類・昆虫類を対象

に、各項目において捕獲・

目視確認により生息してい

る種をリストアップする 

1 回/10 年 

※通年 
 

植物相調査 

中池見湿地内をくまなく踏

査し、生育している植物を

リストアップする 

1 回/10 年 

※通年 
 

保全目標としてい

る種の発生の把握 

カヤネズミ等哺乳類 
モニタリング 1000 の調査

位置と方法を継続する 
 

調査規模に

ついては要

検討 

ノジコ等鳥類 

***他の項目も含め、項目・

 調査方法等は検討中*** 

  

夜行性鳥類調査   

メダカ・タナゴ調査   

希少昆虫調査   

稀少植物調査   
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9  中池見湿地の保全活用の推進しくみ 

9.1  保全活用の推進の流れ 

(1) 中池見湿地の保全活用検討協議会（仮称）の設置 

中池見湿地の保全活用構想・計画は、地元住民、農林業関係者、環境保全団体、慣行関

係者、教育関係者、企業等が協働して取り組むこととします。中池見湿地の保全活用の推

進にあたっては、「中池見湿地保全活用検討協議会（仮称）」を設置し、この協議会が核

となり、保全活用に関する連絡調整や進捗確認等を進めることとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 中池見湿地の保全活用を推進する仕組み 

 

(2) 計画（維持管理・モニタリング）の実施フロー 

中池見湿地保全活用構想・計画の内容に基づき、実施する際には、モニタリングを重ね

ながら、進捗状況をチェック・評価します。その評価結果をもとに、必要な計画見直しを

検討することとします。 

 

(3) 計画見直しのスケジュール 

この構想・計画は、中池見湿地の保全活用の理念をとりまとめたものとして、中長期的

にわたって維持することとします。一方で、この構想・計画をとりまとめたのちに作成す

る保全活用の実施計画については、概ね、5 年を目安に進捗状況の確認と適宜改定を加え

ることとします。また、その改訂作業にあたっては、今後設置をする中池見湿地保全活用

検討協議会（仮称）において議論し、進めることとします。 

なお、この構想・計画は、敦賀市の上位計画である市の総合計画と環境基本計画等とも

連動して取り組むこととします。 

  

地元住民 

企 業 農林業関係者

地域外の人々 観光関係者 

教育関係者 

研究者 環境保全団体

行  政 

中池見湿地保全
活用検討協議会

（仮称）
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9.2  保全活用に関わる役割分担 

中池見湿地保全活用構想・計画を実施するにあたっては、その内容にかかわる役割分担

をいたします。前項で述べたように、中池見湿地の保全活用には、中池見湿地に関わるす

べての主体が力を合わせ、協働して取り組むこととします。 

具体的な作業項目と役割分担については、下表のように設定します。 

 

表 中池見湿地保全活用に関わる役割分担 ***イメージ表*** 

 項目 

Ｎ
Ｐ
Ｏ 

一
般
市
民 

研
究
者 

林
業
関
係
者 

農
業
関
係
者 

商
工
関
係
者 

観
光
事
業
者 

教
育
機
関 

企 
 

業 

行 
 

政 

保 

 

 

全 

中池見の多様性を守る

ための維持管理 
          

通常のモニタリング           

調査研究           

技術伝承・人材育成           

           

 
 

         

           

活 

 

 

用 

観光活用           

里山体験活動           

里山のめぐみ販売活用           

遊び場としての活用           

里山ライフを楽しむ活

用 
          

団体活用           

           

           

全

体 

中池見湿地保全活用検

討協議会（仮称）の推進 
          

 

 

例示とあわせ、今後検討。 
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[植物の調査] 

中池見湿地では、平成 25 年 4 月～平成 26 年 3 月の期間において、253 種類の植物が確

認されています。そのうち、絶滅の恐れのある種類（環境省レッドリスト、福井県レッド

データブック記載種）として 13 種（イチョウウキゴケ、カキツバタ、キンラン、デンジソ

ウ、ヒメビシ、マルバノサワトウガラシ、ミクリ、ミズアオイ、ミズタガラシ、ミズトラ

ノオ 、ミズトンボ、ミツガシワ、ヤナギヌカボ）が確認されています。また、オオオアレ

チノギク、セイタカアワダチソウ、セイヨウタンポポなどの外来植物も確認されています。 

 

[水質の調査] 

中池見湿地における生き物の生息環境を整備する上で必要な基礎データを蓄積するため、

水路の水位が計測されています。 

 ■計測地点  

①湿地全体の水門 

 ②中央の水路（中江）3地点 

 ③七曲（沈下池） 

 ④堀切水路の下流地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本項内容は、いずれも「市民による中池見の保全・管理・活用事業 年間報告書（平成 25 年度）」（特定非営利

活動法人 中池見ねっと、平成 26 年）から抜粋編集しています。 
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境と正義 160: 10-12 
笹木進 2013 

57 
NPO 法人ウエットランド中池見ホームページ 「中池見湿地の概要と

調査活動の取り組み」 
笹木進  

58 
中池見における水田雑草保全の取り組み―3 年間のまとめ―. 水草

研究会報 71: 10-16 

関岡裕明、下田路子、

中本学  
2000 

59 
水生植物および湿生植物の保全を目的とした耕作放棄水田の植生管

理. ランドスケープ研究．日本造園学会誌 63: 585-590 

関岡裕明、下田路子、

中本学、水澤智、森本

幸裕 

2002 

60 
福井県敦賀市中池見の農業と植生、および維持管理試験について．

植生情報 2：7-18 
下田路子 1998 

61 深田の植物―敦賀市中池見の場合―. 水草研究会報 66: 1-9 
下田路子、宇山三穂、

中本学  
1999 
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No. 資料名 著者・発行者 発行年

62 
中池見(福井県)における耕作放棄湿田の植生と絶滅危惧植物の動

態．日本生態学会誌 53 ： 197−217  下田路子、中本学 2003 

63 水田の生物をよみがえらせる 下田路子 2003 年

64 
水田の生物・生態系は守れるのか―中池見を例に. 下田路子「水田

の生物をよみがえらせる」pp. 169-200. 岩波書店, 東京. 
下田路子 2003 

65 
浦底－柳ヶ瀬山断層帯の帯状・規模と過去の活動に関する検討．活

断層・古地震研究報告 12：149-193 

杉山雄一、坂本泉、滝

野義幸、宇佐見琢哉、

岸本弘樹、永田高弘 

2012 

66 

Oryzias sakaizumii, a new ricefish from northrn Japan 

(Teleostei..Adrianichthidae). Ichthyol. Explor. Freshwaters, 

22(4)：289-299 

Toshinobu Asai, 

Hiroshi Senou, and 

Kazumi Hosoya 

2011 

67 
中池見湿地 (福井県敦賀市) における水質環境と生物群集. 陸水学

雑誌 60: 201-213 

辻彰洋、唐崎千春、神

松幸弘、山本敏哉、村

山恵子、野崎健太郎 

1999 

68 敦賀市史通史編 上巻 敦賀市 1985 

69 
若狭沿岸, 敦賀市中池見の埋没林とその放射性炭素年代. 植生史研

究 2: 29-30 
植田弥生、辻誠一郎 1994 

70 

中池見湿地並びにその周辺地域の昆虫相（４）中池見湿地のトンボ

相とその現状, 野原精一・河野昭一編, 福井県敦賀市中池見湿地総

合学術調査報告 2003 

和田茂樹 2003 年

71 福井県中池見湿地に生息する淡水魚類．地域自然史と保全 35(1) 

山野ひとみ、曽田茂、

北川哲朗、武内啓明、

川瀬成吾、野口亮太、

小西雅樹、田中大喜、

森下匠、池田昌史、井

藤大樹、乾偉大、小田

優花、細谷和海 

2013 年

72 中池見湿原（敦賀市）の植物．福井の科学者 NO.70 
横山俊一、福永吉孝、 

明石英章 
1994 年

73 
中池見湿地と周辺地域の鳥類（１）鳥類相と季節変動, 野原精一・

河野昭一編, 福井県敦賀市中池見湿地総合学術調査報告 2003 

吉田一朗、三原学、横

山大八 
2003 年

74 
NPO 法人ウエットランド中池見ホームページ 「中池見湿地の鳥類モ

ニタリング 1000 里地調査・鳥類」 
吉田一朗  

 

※資料名は、著者のアルファベット順に記載しています。 

※環境省版レッドリストについては、環境省自然環境局生物多様性センターのサイト（http://www.biodic.go.jp/）

をもとに、平成 26 年 9月 1 日時点の最新情報を参照しました（平成 24 年 8月、及び平成 25 年 2月に公表された

第 4次レッドリストを参照しました）。 
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中池見湿地保全活用構想・計画 

策定までの経緯 

 

(1) 中池見ラムサール条約湿地保全・活用協議会（仮称）設置準備会 

平成 23 年度に実施された「中池見・保全行動計画づくりワークショップ」をうけて、中

池見湿地の保全活用についての話し合いの場を設けることとなり、中池見ラムサール条約

湿地保全・活用協議会（仮称）設置準備会（全 13 回）が開催されました。 

 

[準備会参加者] 

●公益財団法人 日本自然保護協会 

保全研究部長 朱宮 丈晴 保全研究部 福田 真由子  
 

●特定非営利活動法人 ウェットランド中池見  

理事 服部 清子 会員 飯田 親子 会員 吉田 一朗  

理事 横山 惠子 会員 桑本 順子 会員 池上 博  

理事 笹木 進 会員 三好 由美子 自然公園指導員 笹木 智恵子 

理事 田代 美津子 会員 千々岩 哲 中池見を伝える女たちの会 今大地 晴美 
 

●特定非営利活動法人 中池見ねっと  

代表理事 岡本 正治 理事 増田 茂 会員 高木 ツル子 運営委員 中川 香織 

代表理事 藤木 康夫 理事 山本 眞 会員 高木 みさ子 事務局長 上野山 雅子

代表理事 田上 猛 理事 坂口 信男 会員 藤木 まさ子 監事 岩嵜 賢司 

理事     髙木 光夫 理事 宮本 恵二 会員 平松 浩二  

理事     筒井 宏行 会員 小部 千代次 会員 岡本 忠義  
 

●特定非営利活動法人 ラムサール・ネットワーク日本 

共同代表 柏木 実 事務局長 浅野 正富  
 

●株式会社 環境アセスメントセンター 敦賀事務所 ＊第 11 回以降出席 

所長 関岡 裕明 主任 坂口 奈美  
 

●福井県 

自然保護センター 所長 多田 雅充  

自然環境課 主任 田中 和弘 自然環境課 主査 中屋 健史  
 

●敦賀市環境課  

政策幹 平野 栄久 課長補佐 宮本 裕一 主事 髙野 貴広  

政策幹 山本 孝雄 係長 西澤 達也 館長 山本 信一  

課長   田辺 辰浩 主事 山中 裕泰 館長 宮口 広見  

 

■準備会会議開催経緯 
 ※開催場所…第 1～3、5～7、9～3回：敦賀市役所別館 2階 第 4会議室、第 4回：中池見人自然のふれあいの里、第 8回：プラザ萬象 会議室 3 
開催回 開催日程 開催回 開催日程 開催回 開催日程 

第 1 回 平成 24 年 9 月 14 日 第 6 回 平成 25 年 4 月 24 日 第 11 回 平成 26 年 2 月 25 日

第 2 回 平成 24 年 10 月 10 日 第 7 回 平成 25 年 5 月 28 日 第 12 回 平成 26 年 3 月 25 日

第 3 回 平成 24 年 11 月 21 日 第 8 回 平成 25 年 6 月 26 日 第 13 回 平成 26 年 4 月 22 日

第 4回 平成 24 年 12 月 17 日 第 9回 平成 25 年 7 月 25 日 ― ― 

第 5回 平成 25 年 3 月 28 日 第 10 回 平成 25 年 11 月 8 日 ― ― 
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(2) 中池見湿地保全活用計画策定委員会 

『中池見湿地保全活用計画』は、中池見湿地に関わる関係者及び研究者等から構成す

る「中池見湿地保全活用計画策定委員会」の意見を踏まえながら議論をかさね、策定しま

した。 

 

[中池見湿地保全活用計画策定委員会委員名簿]             平成○年○月○日 

区分 氏名 所  属 役職等 

委員長 村上 哲生 名古屋女子大学 家政学部 教授 

副委員長 山本 博文 福井大学 教育地域科学部 教授 

副委員長 笹木 進 NPO 法人 ウエットランド中池見 事務局 

委員 伊原 俊治 敦賀市立咸新小学校 校長 

委員 上塚 知巳 敦賀美方農業協同組合 営農部営農課 課長 

 委員＊ 常冨 豊 環境省中部地方環境事務所 統括自然保護企画官

委員 岡本 正治 NPO 法人 中池見ねっと 代表理事 

委員 角野 康郎 神戸大学大学院 理学研究科 生物学専攻 教授 

委員 坂口 秀富 樫曲農家組合 組合長 

委員 多田 雅充 福井県自然保護センター 所長 

委員 中道 五一 泉生産森林組合 組合長理事 

委員 野坂 雄二 福井県安全環境部 企画幹（自然環境）

委員 平井 規央 大阪府立大学 生命環境科学研究科 准教授 

委員 福田 真由子 公益財団法人 日本自然保護協会 ‐ 

委員 細谷 和海 近畿大学 農学部環境管理学科 水圏生態学研究室 教授 

委員 前田 凱彦 れいなん森林組合 副組合長 

委員 室 敬士 敦賀商工会議所 副会頭 

委員 和田 辰治 一般社団法人 敦賀観光協会 事務局長 

＊前任の遠藤 誠委員（環境省中部地方環境事務所 野生生物課 課長）から交代 

 

【事務局】 政策推進課 池田課長、観光振興課 若杉課長、農林水産振興課 大北課長、 

教育政策課 伊原課長、文化振興課 川村課長、都市政策課 山田課長、環境・廃棄物 
対策課 田辺課長・宮本課長補佐・西澤係長・村田係長・高野主査・小島技師・糸野主事、

株式会社 環境アセスメントセンター 関岡裕明 

 

 

■委員会会議開催経緯 

開催回 開催日程 場所 

第 1 回 平成 26 年  5 月 21 日 敦賀市役所 4 階 講堂 

第 2回 平成 26 年 11 月 12 日 東公民館 1 階 ホール 

第 3回 平成 26 年  2 月 日  

  



 

 

(3) 中

り

池

■ワ

 

 

 

[写真提供

上野山雅子

本自然保護

中池見湿地保

中池見湿地

り広く意見を

ワーキング

池見湿地の保

 

ワーキンググ

開催回 

第 1 回 

第 2 回 

第 3 回 

報告会 

第 4 回 

現地視察

 

 

供] 本冊子に

子、NPO 法人 

護協会、増田

保全活用計画

地保全活用計

を得るための

ググループに

保全活用の方

グループ開催

平成 26 年

平成 26 年

平成 26 年

平成 26 年

平成 27 年

 

察 

に掲載されている

ウエットラン

茂、山野ひと

策定委員会

計画策定委員

のワーキング

には、中池見

方針等につい

催経緯 

開催日程

年 7月 7日

年 8月 7日

年 9 月 2 日

年 10 月 8 日

年 1月 日

る写真は、次の方

ンド中池見、北

み、吉田一朗
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委員会議論

ワーキンググ

員会では、中

ググループを

見湿地関係者

いて活発に議

中

敦

敦

 敦

全体討議

 

 

方々が撮影され

北川哲郎、千々

 

グループ 

中池見湿地保

開催しまし

や一般市民、

議論しました。

場所

中池見湿地

敦賀市東郷公

敦賀市東郷公

敦賀市東郷公

れたものです。

々岩哲、NPO 法

全活用計画

た。 

、委員等、約

。 

所 

公民館 

公民館 

公民館 

グ

人 中池見ねっ

 

の策定にあた

約 40 名が参加

出席者数 

31 名 

25 名 

26 名 

23 名 

 

グループ討議 

 

 

っと、公益財団

（五十音順

たり、よ

加し、中

団法人 日

順、敬称略） 
 


